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ご挨拶

学校法人日本医科大学　日本医科大学　学長
代表機関　総括責任者

弦間 昭彦

多様性に富んだ人材が活躍し続けられる環境づくりの継続と
イノベーションの展開に向けて

2019年度に採択を受けた文部科学省科学技術人材育成補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）
は3年目を迎え、文部科学省の中間評価では5つの評価項目すべてでa、総合Ａという高い評価を得ることができまし
た。共同実施機関である日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社と連携して設置したOne・Health実行委員会を
中心に、ライフイベントと研究の両立、女性の研究力向上とリーダー育成に向け取り組み、女性の上位職登用という
本事業の目標達成に向けて活動してまいりました。特に、研究支援員配置制度や共同研究を補助する支援は、論文発
表や新たな外部資金の獲得に展開するなど着実に成果を上げています。また若手研究者のキャリア形成を促進するプ
ロジェクトや、管理職へダイバーシティ&インクルージョンに向けた意識改革を目的としたセミナーの実施により、
組織の意識が変わり新しい風が吹きはじめていることを感じています。これらのアクション等が評価され、東京都女
性活躍推進大賞優秀賞を頂いています。今後の3年間では本事業の目標達成に向け、これまでの連携や取組みを継続
することに加え、積極的に協力機関を増やし、私たちが実践していることを地域や社会に波及する活動を進めてまい
ります。一層のご指導・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

学校法人日本医科大学　日本獣医生命科学大学　学長
共同実施機関　総括責任者

清水 一政

個が評価される
喜びに満ちた研究環境づくりへ

私どもは「男女がともに気持ちよく仕事ができる環境の改善、向上」を推進するため、学校法人が設置する女性医師・研究者を支
援する組織と連携しながら、教職員の意識調査アンケートの実施や啓発を目的とした講習会等を開催し、男女共同参画への本格
的な取組みをスタートさせました。2018年1月に策定した中長期計画では、ビジョンの１つに「個が評価される喜びに満ちた大学」
と定め、様々な取り組みを続ける中、本事業に採択されたのを機に、ダイバーシティ研究環境構築のための取組みをさらに加速
させています。そして2021年12月に理事長とともに「イクボス宣言」を公表し、３つの取り組みを推進しています。
○職場のトップや管理職に「イクボス」の取り組みを周知し、職場全体にこれを定着させることにより、一人ひとりが生き生きと
輝きながら働き暮らせる環境づくりに取り組みます。
○休暇制度等の積極的な活用や、柔軟な働き方への理解を促進することにより、職場の働き方改革を推進し、教職員の仕事とプ
ライベートライフの両立を応援します。
○自らも率先して社会、地域、そして生活における役割を果たし、ワーク・ライフ・バランスの実践に努めます。
時代の変化や社会の要請に応え、ダイバーシティ社会の実現のために、私たち日本獣医生命科学大学はこれからも着実に歩みを
進めてまいります。

共同実施機関　総括責任者

叶屋 宏一

アカデミアとの連携事業で
新しい医療価値の想像を

アンファー株式会社は自分をより「美しく」、「健やかに」することを通じ、人生をより「愉しく」したい人を増やす
ことを企業理念としております。これまで当社では、医学的知見に基づき、最適なソリューションで、一人一人が目
指す状態に近づけるサポートをすることをビジョンとし、数多くの医師や研究者の方々と連携して、様々な医療サー
ビス、医薬品などのプロダクトを展開しています。特に、女性医療の領域では、女性医師・研究者の皆様と共同研究
をさせていただきながら、女性医療を軸に女性が安心して働ける社会の想像を目指しています。当社は半数以上が20
代、30代の社員のため、出産や育児休業に入る社員が多いのが現状ですが、復職率は100％になります。女性に限ら
ず男性社員、さらには役職問わずライフイベントに応じて、在宅勤務や時短勤務などフレキシブルに働くことで、仕
事と家庭の両立を実現するとともに、多様なキャリア形成にも力を入れております。このような我々企業の取り組み
を大学での働き方やキャリア形成に活かしていただけることを切に願います。

アンファー株式会社　代表取締役



4１章　事業概要

１章　事業概要



5 はじめに

代表機関 学校法人日本医科大学日本医科大学
総括責任者名　 学長　弦間昭彦
共同実施機関名 学校法人日本医科大学日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社
実施予定期間 2019年度～2024年度

目標・行動計画の設定
【目標】
１．女性研究者の研究力の向上・産学連携の促進
２．女性研究者の上位職への登用促進
３．社会全体としてのダイバーシティ環境の実現
生命科学領域における基礎研究を推進し、癌や生活習慣病をはじめとした加齢関連疾患の病因・病態の解明に
貢献する。また、産学間で連携して、臨床応用を視野に入れたトランスレーショナルリサーチを推進し、新規
治療・予防戦略を確立し、未来型医療を先導する。以て、女性研究者の研究力を伸ばし、上位職への登用を促
進する。並行して、ひろく地域社会に「いのちのつながり」を学ぶ機会を提供することにより、地域との連携
を強化し、ダイバーシティ意識を根付かせ、次世代の研究者を育成することを目標とする。

【行動計画】
１．「いのちのつながり」を柱とした共同研究の推進と女性・若手研究者キャリア支援
女性・若手研究者の細やかな視点で「いのち」を捉え、病因・病態の解明や疾病の予防、健康寿命の延伸を主
眼においた基礎研究や、産学連携研究を推進する。科学技術研究費補助金（科研費）を含む、外部資金の獲得を
1.2 倍に増加させ、独立した研究環境を構築できるよう支援する。

２．上位職への登用促進に向けたキャリアアップ
本事業を通じ、学位を取得した若手研究者は7年以内に准教授・ 講師の職につき、更に実績を重ね学内外の教
授職を目指すことを支援する。2019年度は、女性教授は約6.6%であったが、2024年度には13.2%を目標とす
る。准教授・講師についても2019 年度10.4%から2024 年度12.5%以上にすることを目標とする。

３．地域との連携によるダイバーシティ研究環境の実現
「いのちのつながり」をテーマとした出張授業など、地域に向けたアウトリーチ活動を10回/年以上実施し、多
様なヒト（成人、子ども、高齢者）や動物の共生が可能なダイバーシティ環境を構築する。活動を通じ、ダイバ
ーシティに対する人々の関心を高め、適正なワーク・ライフ・バランスの実現や、研究者をとりまく家庭や職
場のしあわせキャリアの向上と、「ダイバーシティ研究環境」の実現に繋げる。

４．グローバル人材の育成
海外からの研究者・留学生の人数を2019年度・13人から2024 年度までに1.5倍以上に増加させる。外国人研究
者を交えた定期的な勉強会を開催し、グローバル人材を育成する。

１章　事業概要

1　目標・行動計画および取り組みの概要
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取り組みの概要
１．「いのちのつながり」を柱とした研究の推進と女性・若手研究者キャリア支援
女性・若手研究者の視点で生命現象を捉え、病因・病態の解明や疾病予防、健康寿命の延伸を主眼においた研
究を推進する。産学連携を支援し、研究成果の早期実用化を促す。リーダーシップ養成セミナーを共催し、学
協会における理事・会長への就任、政府諮問機関等への参画を目指せる人材を育成するとともに、上位職への
登用を行う。

２．「いのちのつながり」 講座によるワーク・ライフ・バランス意識改革
種の多様性は生態系の安定に必須である。生命科学研究に取り組む女性・若手研究者が、一般社会に向けたア
ウトリーチ活動を通じて「いのちのつながり」がダイバーシティの具現化に必須であることを解説し、ワーク・
ライフ・バランスの意識を高める。これらの取組を通じ、多様なヒトと動物、環境の多様な生命との共生を目
指す、一歩進んだダイバーシティ環境の実現を目指す。

日本医科大学と日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社による「One Health 実行委員会」を設置し、地
域との連携強化、次世代研究者育成の加速を目指し、産学連携のダイバーシティ研究環境整備と女性上位職登
用に向けて取り組みを実施する。「One Health 実行委員会」は、各連携機関の実施責任者を含む6名の委員と、
学長、研究部長等によって構成される。「One Health実行委員会」は、学校法人日本医科大学　しあわせキャ
リア支援センターと各共同実施機関とのネットワークを密にし、多様な人材のキャリア形成や現場のニーズに
即した支援体制を構築する。

代表機関および共同実施機関内においては、各機関内に設置されているダイバーシティ推進委員会、研究推進
課、および学校法人日本医科大学の知的財産推進センター、ICT推進センター、国際交流センターなどとの連
携のもとに事業を推進する。

2　実施体制
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本事業による女性・若手研究者の育成、ならびにダイバーシティ研究環境の構築に向けた支援の成果として、
2024年度には各機関における女性研究者の在職比率を以下の通りとすることを目標とする。

【事業の目的】　
日本医科大学
生命科学領域における基礎研究を推進し、癌や生活習慣病をはじめとした加齢関連疾患の病因・病態の解明に
貢献する。また、産学間で連携して、臨床応用を視野に入れたトランスレーショナルリサーチを推進し、新規
治療・予防戦略を確立し、未来型医療を先導する。医学部教授の選考基準の見直しや教育担当講師の配置など
の取り組みを継続し、女性研究者の高い離職率の原因分析準備を行い、女性研究者の研究力を伸ばし、上位職
への登用を促進する。並行して、ひろく地域社会に「いのちのつながり」を学ぶ機会を提供することにより、
地域との連携を強化し、ダイバーシティ意識を根付かせ、次世代の研究者を育成することを目的とする。

日本獣医生命科学大学
本学へ入学する学生の６割以上が女子であるが、本学に在籍する女性教員数は日本の農学系の数値を若干上回
る程度であるため、研究力のある女性教員そのものの数を増加させることが重要である。女性教員の研究環境
が整備されることで、女子学生もキャリアデザインを広げ、良好なキャリアパスをイメージでき、大学院への
進学率向上につながる好循環が誕生する可能性がある。そこで本学では中長期計画に男女共同参画推進を掲げ、
全学的なダイバーシティ研究環境の実現に向けて力を入れているが、さらに本事業を通じてOne Health実行
委員会を共同で運営し、次世代の研究者を育成し、ダイバーシティ環境の一層の促進を図ることを目的とする。

アンファー株式会社
日本医科大学と日本獣医生命科学大学との共同研究を推進し、女性研究者が活躍できる環境を築くための課題
解決に向けた事例や、具体的な方策と手段を共有するために、One Health実行委員会の下、セミナーを開催
する等して連携を強化し、次世代を牽引する女性研究者の育成に貢献する。

【実施内容】
代表機関である日本医科大学と、共同実施機関である日本獣医生命科学大学とアンファー株式会社と協働して
取り組む。

3　各機関の数値目標

4　2021 年度 事業計画

事業目標
日本医科大学

（代表機関）

日本獣医生命科学大学
（共同実施機関）

アンファー株式会社
（共同実施機関）

女性研究者採用比率
2019年度 35%
2024年度 35%

2019年度 50%
2024年度 50%

2019年度 50%
2024年度 67%

女性研究者在職比率
2019年度 26%
2024年度 30%

2019年度 21%
2024年度 27%

2019年度 59%
2024年度 60%

教授（管理職）比率
2019年度 7%
2024年度 13%

2019年度 15%
2024年度 20%

2019年度 33%
2024年度 40%
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1 ダイバーシティ研究環境整備のための取り組み

2 女性研究者の研究力向上のための取り組みと
それに通じたリーダー育成のための取り組み

3 女性研究者の上位職への積極的登用に向けた取り組み

1） ワーク・ライフ・バランスに関するアンケート調査　　

2） 保育支援制度の整備　

3） 研究支援員配置制度の実施　　

4） 女性研究者を代表とする共同研究費補助　　

5） 時間短縮勤務制度利用者のキャリア継続支援　

6） 研究人材育成セミナーの開催　　

7） 女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクトの実施　　

8）　ダイバーシティ意識醸成のためのセミナー等の開催

9） 女子学生向けキャリアパス支援の取り組み　　

10）情報発信　　

11）他機関のシンポジウム、セミナーへの参加　　

1） 産学横断型キャリア相談室/メンター制度

2） 研究力向上に向けた留学支援の促進　　

3） 外部研究費獲得に向けた支援

4） 女性研究者の研究力強化に向けた支援　　

5） リーダーシップ養成セミナーの開催　　

1） 教育担当准教授の登用　　

2） 人事基準の検討　　

3) 学長による女性研究者の積極登用に向けた取り組み

4） 管理職に対するセミナーの開催

5） マネジメント力養成講座の開催

6） グローバル人材の育成　　

医

医

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣

医・獣

医・獣

医・獣

医・獣

医・獣

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

獣

獣

獣

医・獣・ア

医・獣・ア
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2 章　活動報告

日本医科大学、日本獣医生命科学大学では ・出産、育児、介護などのライフイベントにある女性研究者の
研究活動の 持と促進を図るため、2019年度から研究支援員配置制度を導入した。1 間当たり最大20時間の
支援を受けることができる。研究者は研究支援員から実 補助、データ解析など研究に必要な業務の支援を受
けることができる。

者
日本医科大学、日本獣医生命科学大学に する 勤の女性研究者（特任、ポストドクター含む）で、
以下 ～ のいずれかに 当する方
・ 子手 取得後、産休 まで
・育児 学校6年生までの子を養育している方
・介護 要支援または要介護の 定を受けている家 の介護をしている方
・その他、上 理 に準ずるライフイベントにより、 分な研究活動が出来ないと められる方
ライフイベントのある男性研究者も対象としている

研究支援 の 間
に最大・20・時間まで。研究支援員の 用は大学で行い、 費も全 担する。

2021年度　支援実
日本医科大学　・ ・ 10名
日本獣医生命科学大学 延べ6名　 期３　後期３）

1 1 研究支援 制度

1 ダイバーシティ研究環境整備のための取り組み
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1でも意 があるので、広く く行き く様に
してくださった方が喜ぶ研究者の方は多いかもしれ
ません。同一施設で 数研究者がお一人の研究補助
員を 日を分けて 用する・・・といった が出
来れば良いのかもしれません。
どうしても教育 ストが最 はかかるのと、業務を
して頂くためのセッティングや 理もありますの
で、短期で ッと来て うよりは、長く勤めて下さ
る 組みの方が有り いです。

研究成果としては時間のかかる動物実 と基礎実
も並行して行うことができ、 に 率が良くな

ったと感じている。また、子供の行事や子供の 我
などで 発的に休みが生じても研究支援員の方にフ
ローをお願いすることが出来、研究進行が まる

ことなく進めることが出来た。また、科研費の
理も行って頂き、これまでよりも実 に時間を割

くことが出来た。

育児中のため、 宅してから論文を んだり、
成したりすることは しく、実務 業の時間にも限
りがあるため実 時間の確保と論文を み知識を
めることの両方を両立することは しかったので、
研究支援員の方に協力して頂くことで しでも時間
が確保でき能率的に仕事を 行できました。他の育
児や介護で時間に限りがある方にも って頂き
たい制度であると います。

長期に支援員を得られなかったこと、私自 の仕
事と家庭と研究の両立が だったことから、研究
の 結をせ るを得なかったことが研究成果があが
らなかったことの原因と考える。また、 ロナ感
の 延に い、当教室を される支援員が得られ
なかったことも一因と考えられるため、世の中の情
も かったと う。

4月より1年間のみの支援制度のため、研究の中
で一つの実 を するまで支援を受けることが

できないところが制度の 点と います。特に今年
度は、 ロナの で一時期動物が 育できない状
などがあり、その期間は実 が まってしまった

りなどあったため、実 的には支援期間が短縮して
しまいました。

連日の 業が必要な実 であったため、臨床
業務や子育てにより時間が確保できず進 がない状
態であったが、本制度により ンスタントに実
が可能となった。また以 は 間・休日に実 を

行ったり、子供を連れての実 をしていたが本制度
により家 との時間を確保することができた。

育児により時間に制限のある立場としては、自
のキャリアや目標を めずに継続できるありがたい
制度であると う。 しむらくは、支援員を 用す
ることに 極的な教室であったため利用 が限ら
れてしまったことにあるかと う。院内及び学内に
本制度とその有用性についてより周知されれば今後
育児等で研究時間に制限のあるスタッフがより実
をあげることにつながると われる。

2020年度は もが大変な状 であり、研究室で
取り組んでいる研究を支援していただいたことは、
同じく子育て中の男性教員との関 を良好に保つこ
とにもつながったと います。

支援によって得られた結果について、学会で発表
することができました。これまで子育て中は、地方
で開催される りでの出張が必要となる学会にはな
かなか参加できませんでしたが、 年度は ロナ
で ンラインでの学会開催となり、 しぶりに参加
することができ発表もおこなうことができました。

新しく外部の方を入れるため、働きやすい環境づ
くりや業務説明に時間を い、心をくだくため、こ
の部分で感じる 的 を考えると、半年ではな
く1年 位の長期で同一支援員に来てもらえると利
用しやすいと います。

今年度は ロナウイルス 延のため、学生が
研究室にいない状 で教員のみで研究室の運営をし
ていたため、 間勤務などをする必要があり し
た状 であったが、実習準備や実 のみならず研究
室の などを率先してやっていただけたので、
的にも助けられた。助けてもらえるという心の支

えがあることが、研究への取り組みにも すると
いうことを をもって体 することができた。

2020年度に支援を けた研究者の意
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日本医科大学、日本獣医生命科学大学に する女性研究者が代表となる医学・生命科学領域の共同研究を公
し補助する制度で、共同研究にかかる研究費として1 につき100 を補助する。

1 2 女性研究者を とする共同研究への研究費の補助

【 資 者】 
申請者（研究代表者）は、日本医科大学、日本獣医生命科学大学に する女性教員・研究者（助教以上）

研究組
連携機関（日本医科大学・日本獣医生命科学大学・アンファー株式会社）のうち
２機関以上の共同研究者による共同研究
人数の制限はない

【補助 】
1 100 　（研究代表者の他、代表者と同じ機関に する共同研究者のみ 用可）

【2021年度　支援実 】
日本医科大学　・ ・ 3
日本獣医生命科学大学 4
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日本医科大学の共同研究

若 ・あや子 講師 生物学・
学

生 が促進する 品 加
物ミョウバンによる 管上
の 性細 の解析

日本医科大学3名　
アンファー株式会社1名

原・優子 助教 生化学・
分子生物学　
（分子 学）

間 系 細 の組織特 的
な 制 用機 の解明

日本医科大学3名
日本獣医生命科学大学１名

日本医科大学3名
日本獣医生命科学大学4名

野・ 助教・医員 付 病院
科・

部外科

本 におけるレトロネイザ
ル 査の

研究代表者 名 職名 研究題目 共同研究者
　2021年度   3

日本獣医生命科学大学の共同研究

研究代表者 名 職名 研究題目 共同研究者
　2021年度   ３

・ 知子 教授 応用生命科学部・
品科学科・
品 学教室

置を用いた 品
フレーバーリリース 定に
より した高齢者 開発
の基礎研究

日本獣医生命科学大学4名
日本医科大学２名

原・ 講師 獣医学部
獣医学科
獣医 学研究
室

の 疾患における
細 の評価

日本獣医生命科学大学３名
日本医科大学１名

野 ・ 助教 獣医学部・
獣医保健 護学科・
獣医保健 護学
臨床部

ネ 治性 外分 がん
細 株を用いた薬 性機
構の調査と新規治療戦略の

日本獣医生命科学大学３名
日本医科大学１名

・ 助教 獣医学部・
獣医学科・
獣医病理学研究室

イ の 細 癌の ル
イドバンクの構築および新
規治療法の開発

日本獣医生命科学大学２名
日本医科大学１名
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日本医科大学、日本獣医生命科学大学に する研究者に対し、研究活動と育児との両立を支援するため、業
務上やむを得ない理 により、 間・早 保育、休日保育、病児・病後児保育を利用する際に、その利用料金
の一部を補助する。

【支援 者】
研究に 事する 任教員およびポストドクターで、 学校６年生までの子を養育している者
男性研究者にあっては、配 者が大学、大学共同利用機関、独立行政法人 は企業等で 用されている研究に 事する者である場合に限る

【支援 となる 育 】
研究者が業務上やむを得ない理 により、 間・早 保育、休日保育、病児・病後児保育が必要となり、保育
施設 はベビーシッター会社および で行っているファミリー・サポート・センターのサービスを利用
した場合に、本制度による支援対象とする。

【補助 】
支援対象となる保育等の利用に る利用料金（登 料、交通費、キャンセル料等は く）とし、子1人あたり上
限 （年度）2 までとする。

【2021年度 用実 】
日本医科大学　・ ・ ・2名
日本獣医生命科学大学 ・0名　

日本医科大学における短時間勤務女性医師の任用制度 利用者への支援を実施している。この制度を利用する
育児中の女性医師が、通 の就業形態への復 など、自分の くキャリア形成実現を支援する。
女性医師の出産、育児からの復職を支援し、 来のキャリア形成及びその 持に することを目的とした制度

【2021年度実 】
　　・制度利用者 25名）への き取り調査を実施。報 を日本医科大学付 病院へ提言。
　　・ 談の実施
　　　新規および 制度利用者　8名

1 3 ・ および 日 の 育支援制度

1 4 間 制度 用者のキャリア継続支援
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連携機関に する女性・若手研究者、ポストドクター、大学院生などが 結し、今後の医学・生命科学研究
者のキャリア形成に関して話し合う機会を り、参加者にとって今後のキャリア形成の一助となることを目的
とする。

【 者】
日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社に する
女性研究者、男性研究者 、ポストドクター、大学院生
男性研究者は40 未満がの ましいが限定はしない

【プロ クトの内容】
1）参加者を6人程度のグループに分け、グループごとに以下の課題のいずれかを研究する
　研究の方法、形式、時間などは各グループの とする
2）グループリーダーはレポートを提出し、レポートで評価を行う
3）研究発表会を開催する
4）参加の特 ・　本事業で実施する 4年度の研究支援員配置制度 への応 に際し、ポイントを付 する。
グループリーダーにはさらに高く付 する。　
・出産・育児・介護などライフイベントのある研究者に限る、大学院生は対象外・男女問わず参加者にはポイン

トが付加される。ただし、補助金の性格上、同 の場合には女性研究者が優先される。

【研究 】
１・・優れた研究人材の獲得・・ ・ ・ ６・・国際共同研究の展開方法
２・・優れた若手研究人材の育成・・ ・ ・ ７・・ア デミックポスト獲得方法
３・・高い評価の得られる研究テーマの考 ・ ・ ８・・ライフプランと留学
４・・介護と両立した研究生活・・ ・ ・ ９・・ の育成・定着・ 実化
５・・育児と両立した研究生活・ ・ ・ 10・トランスレーショナルリサーチの進め方

【スケ ール】 
研究期間 2021年10月18日（月）から11月19日（金）まで
レポート提出日・ 2021年12月3日（金）
発表会開催日・ 2021年12月18日（ ） 日本獣医生命科学大学・講 室・ ンライン

【 者】
37名　
男性・・13名　・・・女性・・23名　（ 年齢　37.5 ）
日本医科大学・・24名　日本獣医生命科学大学・・10名　アンファー株式会社・・3名

1 5 女性・若手研究者キャリアデ インプロ クト
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【日 　2021年12月18日（ ）　14 00～ 16 30
【会 】　日本獣医生命科学大学講 室 ンライン開催

【 者 　51名（会場20名　 ンライン31名）

【研究 会】
グループ１　「 の育成・定着・ 実化」
グループ２　「育児と両立した研究生活」
グループ３　「ライフプランと留学」
グループ４　「育児と両立した研究生活」
グループ５　「高い評価の得られる研究テーマ」　
グループ６　「高い評価の得られる研究テーマ」
講評・・ 　 ・美 ・・日本獣医生命科学大学・教授
・ ・ 　 ・ 子・・日本医科大学・教授

本プロジェクトの 細は報 にまとめウェブサイトに掲 している
　htt // ne health. / e t/1425/

研究 会

プロ クト ンバーおよび
会 者 らの意

研究内 に関し、とても いものが多く、す
に利用したい知見が多かったと います。今後の

自 の研究に生かしたいです。

今回は育児や介護など現実的に っている問題に
ついて研究できるテーマがありとても勉強になりま
した。講評にもありましたが、 回、今回の研究を
共有してさらに めていくような研究形態で継続で
きるとさらに いと います。

今回 ラスメントの問題が 的でしたが、我々
教員が っている問題をくみ上げて、解決策を
し、大学に提言していけるようなテーマがいいのか
な、と いました。

男性医師の参加者が なく、 いていただく機会
がないことは 念に います。特に管理職の方には、
男女問わず を持っていただく必要があると考え
ます。

にいい議論なので、発表会は管理職の方に い
ていただきたいです。

他分野の先生とグループワークでき、自 は臨床
の視点ばかり持っていたので、基礎医学、企業の視点
を知ることができて良かったです。

臨床の先生や日獣の先生方と知り合える 重な機会
だと います。 ロナの問題が ければ、当日会場で
メンバーにお会いして、もっとどのようなお仕事をし
ているのか等、お話したかったな、と いました。

研究支援員配置のポイントだけに限られていたので、
他の支援に対してもポイント制度があれば良いと い
ました。メンバーの中には研究支援員配置という段
までも 達できない、それ以 の問題が大きいと感じ
ている方もいらっし いましたので、保育などの助成
に対してのポイントもあった方が良いと います。
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キャリア形成の課題の中でも研究費獲得については多くの研究者が関心を持っている。2021年度の研究人材
育成セミナーでは、特に女性・若手研究者にキャリア形成を考える上で参考にして しい、大型の研究費を得
て活躍している臨床と基礎の研究者から研究費獲得を中心に研究にまつわる講 をいただいた。

【テー 】　研究費獲得に向けたセミナー　
【 】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社
【日 】　2021年5月20日（ ）　18 00 19 00
【開 】　 ンライン
【 　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社の教職員
【 者 　60名

【内容】
講 　 これであなたも研究費を獲得できるようになる 心者から上 者に通じるテクニック解説
　　　　 ・ ・先生　　日本医科大学・形成外科/形成 生医学分野・大学院教授
講 　 独 的な基礎研究を実用化へ導くために　 ・ 3・ 薬ブースターとともに歩む 薬研究
　　　　 部・ 先生・・　日本医科大学・先 医学研究 子制 学部 ・助教

会　 ・ 子　　しあわせキャリア支援センター・委員

1 6 研究人材育成 ミ ー

より大切なことは自分自 の研究への強い意 ・
と 、そしてそれをきちんと臨床現場で患者さんのため
に生かせるものとすることだと改めて確信しました。

長文を いて る、 意をこめる　という話は に理
解しやすく、今後に活かしたいと います。

に重点をおくべきか、 いていくプロセスがみえやす
かった。次回も 戦します。

つい先日ある助成金をもらうことができず しい いを
いたしました。 先生が を通すのに3年間かけた
ということを い、くじけず 張りたいと いました。

想いや情 が大事だというお話に共感を えました。

研究費獲得への チベーションになった。セミナーの
画を一定の期間視 できるようにしないと、女性研究者の
視 数を伸ばせないかと います。

通 の科研費（研究費規 がもう し さい 的資金）
についてもあると良いのではないかと った。

者 らの意
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「今の働き方ではキャリア継続が だと感じる割合が女性において特に多い」「男女ともに研究時間を確保す
る必要性を感じる」など私たちにとっての課題について、研究者個人と管理職それ れの視点から考える構成
の講座。ダイバーシティ＆インクルージョンの分野で高い 性を持つ 原月子 を講師に迎え、若手研究者
向け、准教授以上の管理職向け、全教職員向けの全3回を実施し、参加者間での率直な議論、意見共有をしな
がら講座を進めた。組織と個人のありたい をどう合わせるのか、明日から自分がとるべきアクションが か
を に考える、これまでにない機会となった。

【テー 】　考えて　 み出そう 自分のキャリア　共感できる組織のビジョン
【 】　　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社
【日 】　　2021年5月26日（水）～7月29日（水）全3回
【開 】　　 ンライン
【講 】　　 原・月子・ ・　株式会社 レイディスト・代表取締役
【 　　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社に する教職員

【内容】
1回　見えていますか 自分のキャリアとミッション

対象・・　若手研究者・（講師までの医師・研究者）
日時・・　2021年5月26日（水）18 00 20 00
参加者・・42名

2回　組織と個人のあり方 n nになるビジョン、それを I でつなげるために
対象・・　管理職・（准教授以上の医師・研究者）
日時・・　2021年6月17日（ ）18 00 20 00
参加者・・62名

3回　組織のビジョンと個人をつなげるインクルーシブリーダーシップ
対象・・　全教職員
日時・・　2021年7月29日（ ）18 00 20 00
参加者・・53名

1 7 ント力 成講座
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段 と感じていたことが、より く具体的に
理解でき今後の組織運営に生かされると感じました。
後 のキャリアプランを具体的に我々も意識するこ
とが大切と感じました。そしてどうしたらみんなが
有 になれるか考えたいです。

講座全体の 想

わかりきったことばかりかと っていたが、発見
があったことに いた。

らしい内 でした。ただ e での2時間は後
半が しきつかったです。 問も 的に えた感
ありで、事 にこんな 問しますよとセクション
に教えてくれてからお話 くとより問題意識を高め
て話 けたかも（特に後半）とも いました。

らしかったです。教室ごとに考えるべきテー
マです。

者 らの意 （ 3 全 職 ）

して られた づ

ダイバーシティに関する理解が かった。公 と
等の いなど、とても勉強になりました。

自 、そして部下を いやる気持ち

することが大事という点で、ただ くだけで
はなく 化して自分の意見も えながらよりよい方
向に持っていくことが重要だということを教えてい
ただきました。

講座全体の 想

適度な参加型形式で、心地よく学べた。

方向の取り組みが良かったと います。

公 性を保つために、具体的にどうしたらいいの
かが しく、今後の講座で考える機会が設けられ
れば有 いなと いました。

予 がついている間だけでなく、 ひ長く続けて
いただきたいと願っております。

者 らの意 （ 1 若手研究者）

して られた づき

なりたい自分を明確にし、この先のワークライフ
バランスについて考えるきっかけになりました。

医 の規 や上 の考えにより、やりたいことの
実現可能性が決まってくる。もし 一 ならば、早
めに 場 を考え直さないといけない。
・ ・ ・

とではなく具体的に目標を定めてアクション
を こすことは大切だと った。・ ・ ・

グループワークの 想

他の医 や教室でうまく人の確保ができている仕
組みを くことができ大変参考になった。

グループで話すことで、他の医 と うところや
同じところなども、 視することができたこと。

同じ日本医大であっても、それ れの組織で働き
方に関する考え方、サポート体制が い 一されて
おらず、それが公開されてもいないことがわかりま
した。まずは でも話し合える風通しのよい風
りが大切だと いました。

講座全体の 想

講 主体というよりもグループワーク主体な点が、
最 は引け目を感じたが結果的にはよかった。
・ ・ ・
講 を くだけより 的にワークした方が理解

や気付きの進むことがわかった。

して られた づ

科としてのミッション・ビジョン・がある中で 多
方向の進 を考えている医 員をいかに個を 重し
つつ ていくか、考えさせられました。

部下に組織として められていることを話すとき
に、相手の長 をまず げるというやり方は新たな
気づきでした。

者 らの意 （ 2 職）
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2021年12月14日（ ）に「イクボスセミナー＆イクボス宣言」を開催した。日本医科大学、日本獣医生命科学
大学、アンファー株式会社とともにイクボスセミナー及びイクボス宣言が実施され、 本 理事長、弦間昭
彦日本医科大学学長、清水一政日本獣医生命科学大学学長が出 した。セミナーでは、「 もが活躍できる職
場　活躍させる上 　～仕事と私生活の両立環境は、 営戦略～」と題して、 O法人ファザーリングジャパ
ン理事の 高 による講 が行われた。続いて、弦間学長、清水学長、アンファー株式会社・波間 主
任研究員がそれ れイクボス宣言を み上げ、両大学の宣言 には学長の 名に 本理事長の 名が えられ
た。宣言には、教職員それ れが めるキャリア形成と人生を応援すべく、働き方改革の推進やワークライフ
バランスの実践に努めることなどが り まれた。

【 】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、
　　　　アンファー株式会社

【日 】　2021年12月14日（ ）　17 30 19 00
【会 】　日本医科大学 病院・講
　　　　 画内 を連携機関に配信

【 　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、
　　　　アンファー株式会社に する教職員

【 　会場参加者57名　配信による視 参加者　132名

【内容】
１ 開会 　

本・ 　　　学校法人日本医科大学・理事長
２ 事業内 介、セミナー開催主

・ 美子　　しあわせキャリア支援センター・センター長
波間・ アンファー株式会社・主任研究員

３ イクボスセミナー　
「 もが活躍できる職場　活躍させる上 　・～仕事と私生活の両立環境は、 営戦略～」

・高 ・　　 O法人ファザーリングジャパン理事
４ イクボス宣言

・ 学校法人日本医科大学・理事長
弦間・昭彦 日本医科大学・学長
清水・一政 日本獣医生命科学大学・学長
波間・ アンファー株式会社・主任研究員

５ 会
大 ・ 治 しあわせキャリア支援センター・委員

会　 ・ 知子 しあわせキャリア支援センター・委員

講師　 高
O法人ファザーリングジャパン

1 イク ス ミ ー イク ス
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日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社代表によるイクボス宣言

者 らの意

と てみよ と イク スのアクション

部下の 来の を していくこと・ ・

「管理職」の言 にとらわれずに、部下に対して
管理ではなく支援を意識した し方を心がける。
先ずは、自分自 が とりを持てるような対策（行
動）に取り組む。

部下ともっといろいろな話をすること

ミ 全体の 想

法人のトップの先生方にワークライフバランスに
ついてご理解いただけるのは大変ありがたいことだ
と っております。 もが働きやすい職場になるこ
とへの を感じました。これからもトップの先生
方には、皆の意見に ひ を けていただけますよ
うお願い申し上げます。

職場に私生活のことを持ち むのは職業人として
格とされてきた風 が日本にあるが、それをなく

すことが働き方改革のひとつだと う。

実家にいる93 の のために、 なく 省し
ようと った。

自分が仕事を しんでやっているかと言うと、
デルを見せられていません。上 と部下に まれち
っとしんどいなと うことが多々あります。 し

めるように考えてみます。

ダイバーシティ事業への 、ご意 ・ご要

同様のテーマでも形を変えて り し企画するこ
とで、個々人の理解が まり、組織の 気の
にもつながると います。

今回の様に、医師以外の社会人の意見が いてみ
たい。

現場には独り部 など多種の形態あり それ れ
で実現可能なプログラムや現場形態の改良について
も していただきたい。
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各機関のイク ス

機関 日本医科大学

連携機関 日本獣医生命科学大学 連携機関 アンファー株式会社
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多くの教職員が「介護」に直 する可能性が高まる中、本セミナーでは介護に直 する の事 準備として、
介護と仕事を両立して、安心して仕事を続けられる方法について3回にわたり 介した。介護を自分事として
とらえ、 ・介護に携わる可能性があることの理解、 ・今できる準備とその時が来たらすること、 ・仕事と介
護を両立することの心の準備の3点をイメージできるという講座の主 が わったことが、アンケート結果か
ら みとれた。またランチタイムに ンラインで開催したことも好評を得た。

【 】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社
【開 】　 ンラインとアー イブス配信
【 　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社および、
　　　　全国ダイバーシティネットワーク東京ブロック参画機関の教職員、学生、大学院生

【内容】
1回　「介護と仕事の両立って 」　

講師　　 ・・明子　しあわせキャリア支援センター・委員/
・ ・ ・・日本医科大学・ 内科
　　　　並 ・ 子・しあわせキャリア支援センター
日時　　2021年11月24日 水）　12 15 12 45
参加者　69名

2回　「知っておきたい社会資 」
講師　　 ・ 宏　日本医科大学付 病院・患者支援センター・療養支援部
日時　　2021年11月29日（月）　12 15 12 45
参加者　62名

3回　「今からできること」　　　
講師　　根本・留美　日本医科大学 病院・ るみ 知 相談センター　　
日時　　2021年12月6日（月）　12 15 12 45
参加者　57名

1 と 事の 支援 ミ ー

者 らの意
自分の勤務している病院の制度の利用割合、取得

可能なもの利用できるものが分かり、同 への支援
につながりそうと いました。

地域 括支援センターの 在など めて知ること
が多く、 にためになった。患者の意 を 重す
るということも重要なのだと考えさせられました。

介護は（ しいのですが）マネジメントであると
いうこと、時間をマネジメントすること、介護者自
が健康でいること、がとても きました。

お のランチ時間の30分の講 は、 きやすい
時間 でとても良い。

講師の先生が、 的な問題から感情 まで配
して回 しておられたのが 象に りました。

介護は やってくるので、準備が必要というこ
とを改めて実感しました。

介護の話がもっと ープンになって、社会全体で
支えられるようになればいいなと いました。

るみ 知 相談センターは、 病院の
患者さんや 以外の人でも、またその家 で
も相談できることは、全く考えていなかった。

これから定年までが仕事と介護の両立の本 なの
だということが分かりました。そして多くの方が同
じような状 にあることを 識しました。
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取り組みの参考とするため、全国ダイバーシティネットワークが主催する講 会や他機関のシンポジウム等に
参加した。

1 10 機関のシン ・ ミ ー への

全 ダイバーシティ ットワーク組 　
ブロック 3年度 ワークショップ

「ダイバーシティ推進組織の運営と取組課題
　～意識改革、女性管理職登用について～」

【 】　全国ダイバーシティネットワーク　
　　　　東京ブロック 事大学、
　　　　東京農 大学

【日 】　2021年11月24日（水）　15 00 17 00

全 ダイバーシティ ットワーク組 　
ブロック 3年度 ワークショップ

「ライフイベントに関する多様な支援について～情
報共有とその有 性～」

【 】　全国ダイバーシティネットワーク　
　　　　東京ブロック 事大学、
　　　　お の水女子大学

【日 】　2021年11月29日（月）　14 30 16 30

ダイバーシティ インクルー ョンで医療 大学
の を く

【 】　 医科 科大学、 大学
【日 】　2022年2月1日（ ）　13 30 15 30

を る ミ ー　すべての医師・研究者
に るキャリア支援の考え方

【 】　自治医科大学
【日 】　2022年2月10日（ ）16 30 18 30

大学・ 大学連携　キャリア 成支援 ミ
ー 2021　アン ーマネジメント　 a t・1

【 】　 大学 サポートセンター
【日 】　2022年2月21日（月）16 00 17 30

2021年度 大学ダイバーシティフ ーラ 「男
性の育児休業から考える　ワーク・ライフ・バラン
ス」

【 】　 大学男女共同参画推進室
【日 】　2022年3月16日（水）13 30 15 30
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日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社では、研究者のワーク・ライフ・バランスと研究
に関する みや問題を相談し、一人ひとりの状 やニーズに応じたキャリア設計が可能となるように産学横断
型キャリア相談窓口を運営。

【 】 　みんなで支えるしあわせキャリア相談窓口　
【 】 　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社に する研究者
【 】　しあわせキャリア支援センター担当者、メンター、学内外の連携機関
【 】　対 、 話、 ンライン、メール
【 内容】　研究、キャリア、仕事と家庭（結 、出産、育児、介護等）の両立、留学など
【 間】１回あたり50分とする。回数の制限は設けない

【2021年度 用実 】　9 （対 2、 ンライン4、メール2、 話１）

日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社では を積んだ先 研究者が、若手研究者を
から支援することによって育成を図り、女性研究者のキャリア継続、研究力の向上、上位職への登用に資す

ることを目的としたメンター制度を実施。2021年度は登 メンターを22名に増員した。また、メンター制度
が気 に利用されることを目指し、メンターインタビューのメール配信とウェブサイト掲 を開 した。

【 】 　・・つな 、支え、 進する　 One・Health・メンター制度
【 ンティ】・・・・日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社に する研究者
【 ン ー】・・・・・日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社に する研究者
【 】　　　・対 、 話、 ンライン、メール
【内容】　　　・ 研究　 キャリア形成　 進 　 仕事上行き まった時の対応
・　　　　　　 家庭（育児・介護など）と仕事の両立　 部下・学生の指導・育成

【 間】　　　・・3・か月未満とする
【 間・ 数 時間 30・分～ 1・時間以内　回数 1・か月に１回以上３回以内　業務時間内に実施

【2021年度 用実 】　8 （対 2、 ンライン2、メール4）

2: 女性研究者の研究力向上とリーダー育成のための取り組み

2 1 産学 型キャリア

2 2 産学 型 ン ー制度
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2 3 学支援

2019年度に実施した日本医科大学と日本獣医生命科学大学教員を対象したアンケート結果では、留学未
者の女性研究者にとって留学を げる要因として、留学中の育児への 安が多く げられた。この結果を ま
え、本事業では女性研究者の研究力向上の一環として留学の支援を行っている。2021年度は以下の取り組み
を実施した。

１． 学ア バイ ー制度の 設
日本医科大学の留学 のある研究者がアドバイザーとして、留学に関わる 問や みについて に基づい
てアドバイスをする制度。アドバイザーには日本医科大学に する8名を登 。

【2021年度 用実 】　2名　延べ4回

２． 学イベントの開
留学 者の とんどはその後のキャリアに良い があると感じている。そのため、留学をもっと 近に考
えられるよう、留学に関わる 問に 者が える「留学のこと いてみよう 」を開催した。

【 】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社
【日 】　2022年1月24日（月）12 10 12 55
【 】　 ンライン、アー イブス配信
【内容】　出 者の自 介、留学に関わる参加者からの ＆
【 者】 39名
【 】　 原・ 子　日本医科大学多 病院・ 科
　　　　関根・ 　日本医科大学 病院・ 科
　　　　 ・直彦　日本医科大学付 病院・ 化 内科
　　　　 野・ 　日本医科大学付 病院・・ 科・ 部外科

【 会】　 ・明子　しあわせキャリア支援センター委員/日本医科大学・ 内科

３． 学 に関わる 報
アンケート調査および各種情報 を い、
以下の情報提供を本事業のウェブサイトで継続している。

　海外研究留学情報
　提供者別の海外留学に関わる 学金情報
　地域別の育児保育環境を含めた生活情報



27

2 5 部資 に向けた支援

日本医科大学と日本獣医生命科学大学は、女性研究
者の研究力向上とキャリアアップを推進することを
目的として、学術 への 論文の英文校閲にか
かる費用を助成している。

【 資 】
日本医科大学、日本獣医生命科学大学に する
女性研究者　（ 勤教員（特任含む）及びポスドク研究員）

【 】
1・学術 の 論文
助成の対象とする「学術 」の基準について・原 として、
以下の基準に合 することが められます。 査の際に
に関する資料の提出をお願いすることがあります。
.・ 査 が行われる英文の学術 である
（学会要 は対象外）
.・ 規定や 委員の情報などが英文で公開されている
.・ 論文、もしくは論文要 を、 e 等を通じて世 の研究者が閲覧できる
.・ 原 論文、総説、 例報 いずれも可

２・ 者および論文の 成度
・・自 が主たる 者（ または責任 者）として発表する 物である
・・申請時点で英語論文の が に しているもの

【2021年度支援実 】　　
日本医科大学　　　　　14名
日本獣医生命科学大学　２名

日本医科大学は、意 ある優れた研究能力を有する研究者に対し、研究力強化の支援を目的に、学内委員会と
連携を図り、外部 機関による科学研究費助成事業（科研費）獲得に向けた動画講座と研究計画 の支援
を実施した。

【 】 年度の科研費の申請結果で 採択の評価が「 定」であった、
・・・・・・・・・・・・・日本医科大学に する女性研究代表者

【2021年度支援実 】　・6名　

2 4 文 費用助成制度



28 2 　活動報

2 6 リーダーシップ ント力 成 ミ ー

日本獣医生命科学大学のダイバーシティの推進を目的に、リーダーシップ＆マネジメント力養成セミナー「日
獣大のダイバーシティを推進するには 」を開催した。講師に東京農 大学・教授・学長補 ・女性未来育成機
構長　 ・ 子 を迎え、「農 大における女性研究者採用の 加速とライフイベント支援」をテーマに、
女性研究者採用・上位職登用率を上げる の取り組みについて講 いただいた。講師は、採用・登用の仕組み
の構築に加え、ライフイベントに応じた環境整備、理系への就職を す女子学生養成も とし、本学とは う
アプローチ方法を提 した。後半では、パネルディス ッション形式で、本学の支援利用者が自 の体 や感
想を共有し、課題や意見を出し合った。より理想的なダイバーシティ実現について考える機会となり、意識を
変えるセミナーとなった。

【テー 】　シンポジウム「日獣大のダイバーシティを推進するには 」
【 】　　日本獣医生命科学大学、日本医科大学、・アンファー株式会社
【日 】　　2021年12月17日（金）　15 00 17 00
【会 】　　日本獣医生命科学大学・・・ 5 511講 室
【 】　　日本獣医生命科学大学、日本医科大学、アンファー株式会社に する教職員
【 者】　45人

【内容】
講 　「農 大における女性研究者採用の 加速とライフイベント支援」　
　　　 ・ 子 　東京農 大学・教授・学長補 ・女性性未来育成機構長
パネルディス ッション
　　「本学での実践について考える」
　　　 ・ 子 　東京農 大学・教授・学長補 ・女性未来育成機構長
　　日本獣医生命科学大学
　　　 ・美 　　ダイバーシティ推進委員会委員長・ 料自 共生 学教室
　　　 ・ 子　　獣医学科・獣医 生物学研究室
　　　 本・ 美　　獣医保健 護学科・獣医保健 護学応用部
　　　 ・ 　　動物科学科・動物生理制 学教室
　　　 良 ・ 子　 品科学科・農産 品学教室
会　 ・ 　　動物科学科・実 動物学教室
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2 7 プ ンテーション講座（個 会 ッスン）

国際学会でのプレゼンテーション、 応 に対応できる研究力の向上を目的に、「研究力向上英語プレゼン
テーション講座」として 根 院による個別英会話レッスンを開催した。アルク デュケーション株式会社に
講 および教材 成を委 し、受講者にとって、グローバルな研究活動を視野に入れた 用語を含む わり
やすい表現、話の進め方等を実際の会話から学び取り、英語でのプレゼンテーションの組み立て方を基礎から
理解する機会となった。また、 数回受講できる点でも、より実践的な取り組みとなった。ネイティブ講師が
担当し、実用的な英語プレゼンテーション表現や 応 における会話の指導、海外学会報 原 ・発表用ス
ライド・教材の英語チェック、学会口 発表・フリートークのレッスン等、各受講者の 広いニーズに合わせ
実施された。

【 】　日本獣医生命科学大学　ダイバーシティ推進室
【日 】　2021年7月1日（ ） 2022年3月31日（ ）
【開 】　 ンライン 用
【 】　個別レッスン1 マ25分　（計200 マ）
【 用人数】　16名　延べ67名
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2 プ ンテーション力向上 ミ ー

研究者としてのキャリア形成のためには、国際・国内の学会や研究会において 果的に研究成果を発表する必
要がある。多くの研究者がプレゼンテーションスキルの必要性を実感しているが、そうしたスキルについて体
系的に学ぶ機会はこれまでなかった。本セミナーにおいて、プレゼンテーション力の向上を目指すため基礎的
スキルを学んだ。

【 】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社
【 】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社、

　・・全国ダイバーシティネットワーク東京ブロック参画機関に する教職員・学生・大学院生
【開 】　 ンライン（ e e ）

【テー 】 果的に えるためのスライド 成
【日 】　・・2021年7月13日（ ）　17 30 19 00
【 者】 155名
【講 】・・・・・「スライドのビジュアルデザイン」　

・・・・・・・ 中・ 代子・ 　 波大学 術系・教授
・・・・・・・「 得のスライド構成」
・・・・・・・ ・ 宏・ ・　理化学研究 ・・バイ リソース研究センター・室長

【 会】・・・・ ・明子　しあわせキャリア支援センター・委員

【テー 】・・ わる英語プレゼンテーション・～・ ・と・ ・で学会やセミナーに参加しよう ～
【日 　・・2021年8月3日（ ）　17 30 19 00
【 者】　114名
【講 】・　野口・ジュディー・ 多 ・ ・・・・・・ 学院大学名 教授
【 会】　・・ 野・あすか　しあわせキャリア支援センター・委員
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日本医科大学における女性の上位職への積極登用に向けた取り組みとして、 来ある講師（教育担当）に加え、
新たに准教授（教育担当）を設け、教育に優れた資 や を有している女性に指導者として活躍の機会を提供
し、優れた女性上位職を増員する。この制度で積極的に女性活躍を推進する。

2021年度　登用者数　3名

日本医科大学では、女性研究者の上位職への積極登用に向け、学長による次の取り組みを実施した。

１　学内重要会議でのプレゼンテーション
教授会などの会議において多様な人材の協働（女性教授数の問題解決、女性上位職登用比率の 正等）に関する
啓発を実施した。

２　学長と分野責任者による戦略会議　
女性上位職 補者在籍の分野責任者との上位職登用に向けた戦略の ち合わせを実施した。

３　女性上位職 補者の ンサルティング機会の企画　
女性上位職 補者に対し、個別に ンサルティングを実施した。

3 女性研究者の上位職への積極的登用に向けた取り組み

3 1 （ 育 ）の活用

3 2 学 による取り組み
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3年10月にクラウドファ
ンディング 出産や子育てで
キャリアを めない。女性研
究者へ、研究継続の支援を
を実施した。研究支援員の
用費を ることにより、本事
業の取り組みや意 を内外に
広く発信した。共感する173
名の方々から支援をいただい
た。

日本医科大学は2022年１月に
「 3年度東京都女性活躍推
進大賞（教育分野）」の優秀賞
を受賞した。この賞は、全て
の女性が意 と能力に応じて、
多様な生き方が選択できる社
会の実現に向けて、女性の活
躍推進に取り組む企業や 体
及び個人に されるもので
日本医科大学では、全学的に
ダイバーシティ＆インクルー
ジョンを推進し、ライフイベ
ントにある教職員の就業継続
を支援してきたことに加え、
学長主導のポジティブアクシ
ョン、仕事とライフイベント
の両立支援制度の整備などが
評価され受賞となった。

4: 報 と 報

4 1 クラ ファンディングの実施

4 2 女性活躍推進大 　



【5 】 
2022年1 15日 行

内容 
ロナ における研究と生活の

両立に向けて（インタビュー）
アンケート結果
活動報

【4 】　 
2021年7 15日 行

内容 
One・Health座談会　
ポスト ロナ時代に向けたダイバー
シティ研究環境とは
活動報
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4 3 ブ イト

日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社では文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダ
イバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」の取り組みについて周知を図るため、2019年度にOne・
Health・ウェブサイトを開設した。連携機関代表者の 、事業内 、活動報 、ロール デル、支援制度、
イベント情報などを掲 し 時 新をしている。
2021年度は、これまでに実施した講 会・セミナーの動画をアー イブス配信としてまとめ、視 できるよう
にした。

4 4 ニ ース ーの 行

日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社では、文部科学省科学技術人材育成費補助事業　
「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」の取り組みについて周知を図るため、ニュースレタ
ーを発行している。2021年度は4 、5 を発行した。
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３章 ワーク・ライフ・バランスに
 関わるアンケート調査
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３章 ワーク・ライフ・バランスに
 関わるアンケート調査

目的・ 教員および研究者の職場環境の現状を ・分析することで、今後の支援策（出産・育児・介護などの・
・ ライフイベントおよびワーク・ライフ・バランスに配 した研究環境の整備など）の策定に役立てるこ・
・ と。ならびに、 回実施した調査（2019年12月16日 2020年1月2日）と比 し、本事業の成果を評価・
・ すること。

実施・ 学校法人日本医科大学

期間・ 2021年6月28日 月 ～ 2021年7月18日（日）

方法・ 調査（（株）クロス・マーケティング委 ）とし、個人情報管理に留意の上 名式で実施
・ 日本医科大学 n .a . のア ウントをもつ 子メール に5回の協力依頼を行った。
・ 日本獣医生命科学大学 n l .a . のア ウントをもつ 子メール に10回の協力依頼を行った。

対象・ 日本医科大学、日本獣医生命科学大学に する教職員・研究者 1 137名）

内 ・ アンケート調査画 の 成は株式会社クロスマーケティングに依頼した。
問は回 者 性、事業の周知状 、ダイバーシティの推進状 、ワーク ライフ・バランス、留学、

育児・病児保育、介護に関する全58問。

回 ・ 有 回 数　421 　37.0 ・

2019年度に採択された文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
（牽引型）」の一環として、2021年6月に「学校法人日本医科大学におけるワーク・ライフ・バランス等に関する
調査（2回目）」を実施した。
調査の目的は、教員および研究者の職場環境の現状を ・分析することで、今後の支援策（出産・育児・介護
などのライフイベントおよびワーク・ライフ・バランスに配 した研究環境の整備など）の策定に役立てること、
ならびに、 回実施した調査と比 し、本事業の成果を評価することにある。調査項目は、事業の周知状 、
ダイバーシティの推進状 、ワーク ライフ・バランス、留学、育児・病児保育、介護に関する58項目で、421
の有 回 を得た。

1　調査概要

2 1　調査 （ 評）

2: 調査
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制度・支援・取り組みの
制度の周知状 としては、育児に関する制度（育児休業制度 83.1 育児短時間勤務 68.9 ）と比 して、介護
に関する制度 介護休業制度 46.3 介護休暇 47.7 の周知率は い。ダイバーシティ関連の取り組みでは、
プレゼンテーション力向上セミナー、英語科学論文の き方講座、論文校閲費補助が6割以上の周知率で、研
究力向上につながる、より実践的な取り組みへの関心が高いことがわかった。

学支援
留学を考えたことがあるのは61.6 で、実数でも 回より増加した。 149 165人 。留学を選択しなかった理
は、子育て・介護が 回比で り、医 内の人事の調整がつかない、 になるは 変。「その他」の回 が

増加し最多で、一般的に考えられる理 以外の個別の理 が にある可能性があり、留学 者によるアド
バイザー制度を導入し、個別の にきめ細やかに対応できるよう整備する計画。

「ダイバーシティ補助事業」、「ダイバーシティ推進 会」の次のよ な取り組み内容について てい
す 421）

れ で 学を た と、 された と
る （ 学 者 ）（ 26 ）

94.6

46.8

44.1

34.9

29.9

68.9

65.8

67.5

53.4

59.6

55.6

5.4

53.2

55.9

65.1

70.1

31.1

34.2

32.5

46.6

40.4

44.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

英語プレゼンテーション講座

短時間勤務女性医師任用の支援

科研費申請書の添削

留学支援

メンター制度

プレゼンテーション力向上セミナー

英語科学論文の書き方講座

論文校閲費補助

病児・病後児等保育支援制度

研究支援員配置制度

共同研究への研究費補助

知っている 知らない

（※）

※ 日本獣医生命科学大学でのみ実施

考えたことがあり、提案
されたこともある
16.8%

考えたことがあるが、
提案されたことはない
44.8%

考えたことがないが、
提案されたことがある
9.0%

考えたことがなく、提案
されたこともない
29.5%
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ワーク・ライフ・バランス
有 休暇を 通り取得できているのは53.2 で 回 46.2 から増加したものの、いまだに半数は 通り
取得できていない。取得しやすくするためには、上 の働きかけや制度の導入と回 したのは 回比で 変か

向にあった。一方、自らが仕事中心の考え方を変えること 16.4 、取得しやすい職場の 気 り
29.9 の回 が大 に増加しており、自分や同 の働き方への意識改革が必要と考えていることが分かった。

現 を い通り取 で ている
（ 421）

学を しな た
（ 学 者 ）（ 26 ）

を取 し すくするために 要な支援
（ 421）

取得できている
27.8 %

やや取得
できている
25.4 %

あまり取得
できていない
21.9 %

取得できていない
24.9 %

11.3 

16.4 

19.1 

13.1 

20.4 

29.9 

13.8 

10.5 

23.1 

18.5 

12.3 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年(n=398)

2021年(n=421)

自らが仕事中心の考え方を変えること
職場（上司や同僚）の理解、協力が得られること
取得しやすい職場の雰囲気を作ること
上司からの取得に向けた積極的な働きかけを行うこと
計画的に取得できる制度を導入すること
その他

子育て・介護
16.8% 配偶者の理解

3.4%

医局や研究室の後任の人事
や、業務上の調整がつかなかった
23.1%

助成金や補助金を
得られなかった
2.6%

減収となること
16.4%

その他
37.7%



38 ３ 　ワーク・ライフ・バランスに関わるアンケート調査

（１）プロフィール

2 2　調査 （グラフ） 回 者数421名

1．
(n=421）

2
性  (n=421）

4
職 (n=421)

6
医 （医 の のみ） (n=268）

3
年 (n=421）

5
年数 (n=421）

日本医科大学
78.1%

日本獣医
生命科学大学

21.9%
男性

69.1%

女性
30.6%

その他
0.2%

20代以下
1.2%

30代
25.9%

40代
31.4%

50代
29.2%

60代以上
12.4%

ポスドク
1.9%

助教
36.1%

講師
(教育担当含む)

20.0%

准教授
20.7%

教授
(特任教授含む)

21.4%

1年未満
5.2% 1年以上3年未満

5.5%

3年以上5年未満
9.5%

5年以上10年未満
21.6%10年以上20年未満

34.2%

20年以上
24.0%

1年未満
0.0%

1年以上3年未満
0.1%

3年以上5年未満
0.4%

5年以上10年未満
10.8%

10年以上
20年未満
37.0%

20年以上
51.7%
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7
者・ の  (n=421, 複数回答可)

者の職業（n=347)

1年未満
0.0%

1年以上3年未満
0.1%

3年以上5年未満
0.4%

5年以上10年未満
10.8%

10年以上
20年未満
37.0%

20年以上
51.7%

13.8 

82.4 

73.4 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いずれでもない

配偶者

子供

妊娠中・出産予定

医師で研究者 8.6%

医師以外の研究者 6.9%

医師
19.9%

医師・研究者以外の
仕事をしている

36.0%

仕事をしていない
(専業主婦・主夫)

22.2%

その他
6.3%

9
者の  (n=270）

フルタイムの
勤務

67.0%

パートタイムの
勤務

26.3%

その他
6.7%



40 ３ 　ワーク・ライフ・バランスに関わるアンケート調査

10
本学に次のよ な 会・制度が る と てい す （ 421

（2）本事業の

ダイバーシティ推進委員会の 在は広く知られていることが分かった.
育児に関する制度（育児休業制度 83.1 育児短時間勤務 68.9 ）と比 して
介護に関する制度 介護休業制度 46.3 介護休暇 47.7 の周知率が かった.

37.3

47.7

46.3

57.2

68.9

41.8

83.1

81.7

62.7

52.3

53.7

42.8

31.1

58.2

16.9

18.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護短時間勤務

介護休暇

介護休業制度

託児料金の補助

育児短時間勤務

子の看護休暇

育児休業制度

ダイバーシティ推進委員会

知っている 知らない

11
「ダイバーシティ補助事業」、「ダイバーシティ推進 会」の次のよ な取組内容について

てい す (n=398）

プレゼンテーション力向上セミナー 英語科学論文の き方講座論文校閲費補助が
6割以上の周知率で研究力向上に繋がるより実践的な取り組みへの関心が高かった.

94.6

46.8

44.1

34.9

29.9

68.9

65.8

67.5

53.4

59.6

55.6

5.4

53.2

55.9

65.1

70.1

31.1

34.2

32.5

46.6

40.4

44.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

英語プレゼンテーション講座

短時間勤務女性医師任用の支援

科研費申請書の添削

留学支援

メンター制度

プレゼンテーション力向上セミナー

英語科学論文の書き方講座

論文校閲費補助

病児・病後児等保育支援制度

研究支援員配置制度

共同研究への研究費補助

知っている 知らない

（※）

※ 日本獣医生命科学大学でのみ実施
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13
「ダイバーシティ補助事業」、「ダイバーシティ推進 会」が 行する次の 行 ブ

イトをご にな た と り す  (n=421)

13.8 

13.1 

27.6 

25.7 

22.1 

21.1 

49.9 

86.2 

86.9 

72.4 

74.3 

77.9 

78.9 

50.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

獣医大 ダイバーシティ時代を共に生きる

獣医大 ダイバーシティ推進委員会ウェブサイト

One health 特設ウェブサイト

獣医大 教員インタビュー集

研究留学のすすめ

あなたのキャリアを応援する11の方法

ニュースレター

ある ない

12
「ダイバーシティ補助事業」、「ダイバーシティ推進 会」が開 する ミ ー シン

に した とが り す (n=421)

ある
49.9%

ない
50.1%



42 ３ 　ワーク・ライフ・バランスに関わるアンケート調査

14
本学に スキルアップを目的とした研 への び 進の機会が、 女 に されてい
ると い す (n=421）

回に比べて男女ともに「そう う」と「ややそう う」の割合が増加した
回53.3 今回70.5 .

（3）ダイバーシティの推進

30.6

17.8

26.6 

100.0 

44.3 

42.6 

43.9 

17.9

27.9

20.9 

7.2

11.6

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他(n=1)

男性(n=291)

女性(n=129)

全体(n=421)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

15
本学の職 環境において、性 による の を じるの のよ な です (n=421）

12.4

17.1

13.8 

6.2

19.4

10.2 

15.5

10.9

14.0 

100.0 

21.0 

10.9 

18.1 

5.5

8.5

6.4 

39.5

33.3

37.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

男性

女性

全体

与えられる仕事内容 昇進や昇格等の人事評価
配属先及び異動 雑務の負担
その他 性別による処遇の差を感じることはない

の を感じることはないとの回 が増加した（ 回31.2 今回37.5 ）.
項目ごとの割合は 回と大 がなかった.男女 があるのは人事評価で
女性は男性に比べ ３倍の割合となった.
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16
女性 職 数に ら い水 に てい すが、 の として い だ
と い す (n=421）

85 

50 

66 

137 

290 

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人

その他

男性の採用•昇進の優先

女性管理職を望まない組織風土

女性自身が管理職になることを望まない

仕事と生活の両立が困難

17
女性 の 、 女共同 画における目標値と して い水 にと てい すが、

の として い だと い す (n=421）

女性教職員女性教授の比率が い理 は仕事と生活の両立が であるためとの回 が最
も多くこれは 回と同様であった.

93 

73 

80 

159 

274 

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人

その他

男性の採用•昇進の優先

女性管理職を望まない組織風土

女性自身が管理職になることを望まない

仕事と生活の両立が困難



44 ３ 　ワーク・ライフ・バランスに関わるアンケート調査

（4）ワークライフバランス
1

なた 現 、ワーク・ライフ・バランスがとれていると い す  (n=421）

1
なた 現 、 を おり取 で てい す  (n=421）

20
を取 し すくするために 要な支援 れだと い す (n=421）

半数が現在ワーク・ライフ・バランスがとれていると回 しこれは 回と 同様であっ
た.また性別による いはなかった.

100.0 

18.2 

13.2 

16.9 

32.3 

41.1 

34.9 

30.9 

30.2 

30.6 

18.6 

15.5 

17.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他(n=1)

男性(n=291)

女性(n=129

全体(n=421)

とれている ややとれている あまりとれていない とれていない

取得できている
27.8 %

やや取得
できている
25.4 %

あまり取得
できていない
21.9 %

取得できていない
24.9 % 有 休暇を どおり取得できているのは

53.2％で 回 46.2 より増加したものの
いまだに 半数は どおり取得できてい
ない.

11.3 

16.4 

19.1 

13.1 

20.4 

29.9 

13.8 

10.5 

23.1 

18.5 

12.3 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年(n=398)

2021年(n=421)

自らが仕事中心の考え方を変えること
職場（上司や同僚）の理解、協力が得られること
取得しやすい職場の雰囲気を作ること
上司からの取得に向けた積極的な働きかけを行うこと
計画的に取得できる制度を導入すること
その他

有 休暇取得には職場全体
の取得しやすい 気づく
りおよび自らが仕事中心の
考え方を変えることが重要で
あるとの回 が 回よりも
増加した.
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21
なた の 業を取 した と り す

22
なた 本学 の人にと て すい職 だと い す

業（n=421）育 業（n=314)

育てする人

する人

本学でのみ取得中・あるいは
取得したことがある

12.1% 本学および本学以外でも
取得したことがある

5.1%

本学では取得したことはない
82.8%

本学でのみ取得中・あるいは
取得したことがある

0.2%

本学および本学以外でも
取得したことがある

2.4%

本学では取得したことはない
97.4%

育児休業を取得したことがあるのは54名（男性10名女性44名）
介護休業を取得したことがあるのは11名（男性7名女性4名）

子育てする人および介護する人にとって本学は働きやすい職場だと うと回 した割合が
回より増加した.

8.8 

10.7 

28.1 

42.0 

40.2 

30.4 

22.9 

16.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年(n=398)

2021年(n=421)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

4.3 

5.9 

18.1 

32.3 

45.2 

39.9 

32.4 

21.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年(n=398)

2021年(n=421)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない



46 ３ 　ワーク・ライフ・バランスに関わるアンケート調査

23
育てと 事の に 要な支援 のよ な とだと す  (n=421、複数回答可）

24
と 事の に 要な支援 のよ な とだと す  (n=421、複数回答可）

40 

110 

40 

282 

275 

308 

232 

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人 350人

その他

子育て経験者や専門の相談員に相談できる仕組みの整備

子育てに関するセミナー等の開催

育児休業に対する周囲の理解、協力

学内保育施設の完備

フレックスタイムの導入

学内施設以外を利用する場合の金銭的な補助

子育てと仕事の両立に必要なのはフレックスタイムの導入との回 が最も多かった.
なお男女 はあまり見られず 回と同様の 向であった.

介護と仕事の両立には周 の理解協力およびフレックスタイムの導入が必要との回 が多
かった.なお男女 はあまり見られず 回と同様の 向であった.

54 

172 

75 

335 

321 

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人 350人

その他

介護経験者や専門の相談員に相談できる仕組みの整備

介護に関するセミナー等の開催

介護休業に対する周囲の理解、協力

フレックスタイムの導入
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25
し わ キャリア支援 ン ーの取り組みとして、 の で ている取り組み・

用した とが る取り組み れです （ 数 ）

ている取り組み

用した とが る取り組み

246 

91 

130 

195 

181 

207 

0人 50人 100人 150人 200人 250人

どちらもあてはまらない

ベビーシッター派遣病児保育支援事業

研究支援員配置事業

2021年(n=421) 2019年(n=398)

379 

12 

8 

394 

14 

22 

0人 100人 200人 300人 400人

どちらもあてはまらない

ベビーシッター派遣病児保育支援事業

研究支援員配置事業

2021年(n=421) 2019年(n=398)

26．
同 部 に してワーク・ライフ・バラン
ス関連の講 会 ミ ーへの を めた

とが り す (n=421）

27
同 部 に して育 の ・

業の取 を めた と り す
 (n=421）

勧めたことがある
15.2%

勧めたことがない
84.8%

勧めたことがある
33.5%

勧めたことがない
37.1%

対象者がいない
29.5%
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2
ワーク・ライフ・バランスの ら、 職を るな 、 の の で
キャリアの継続が だと じた とが り す (n=421）

性

年

11.7 

15.5 

12.8 

5.2 

26.4 

11.6 

10.0 

10.1 

10.0 

4.1 

5.4 

4.5 

33.0 

31.8 

32.5 

6.2 

3.9 

5.5 

100.0 

29.9 

7.0 

23.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他(n=1)

男性(n=291)

女性(n=129)

全体(n=421)

40.0 

12.8 

13.6 

12.2 

9.6 

27.5 

9.1 

3.3 

5.8 

12.8 

14.4 

6.5 

1.9 

20.0 

0.9 

8.3 

3.3 

3.8 

20.0 

33.9 

37.1 

30.9 

23.1 

2.8 

3.0 

8.1 

11.5 

20.0 

9.2 

14.4 

35.8 

44.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代以下(n=5)

30代(n=109)

40代(n=132)

50代(n=123)

60代以上(n=52)

職場の人間関係
ライフイベント（結婚や出産等）の変化
プライベートの時間が取れない
仕事へのやりがいが感じられない
給与条件や仕事量の多さ、学生指導等で研究時間が取れない
その他
困難だと感じたことはない

性別 男性は だと感じたことがないとの回 が女性より多く女性はライフイベントの
変化との回 が多かった.
年代別 30代ではライフイベントの変化を特に に感じていた.20代は回 者5名で分析
を けた.
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2
キャリアの継続について、 要な支援 れだと い す （n=421、複数回答可）

21.9 

22.3 

19.7 

28.7 

74.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

学内で仕事の悩みなどを相談できるメンター制度

専門家に相談できる相談窓口

同年代の研究者とのつながり

研究時間を確保するための対策

研究時間を確保するための対策と回 した割合が最も高かった.
回と 同じ 向で男女 はあまり見られなかった.
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30
研究 を目的とした 学 が り す  (n=421）

（5） 学

31
学 数（n=153)

33
の 学 の年 （n=153)

32
学の通 間 (n=153）

34
学 の 成 (n=153）

2019年度
(n=398)

2021年度
(n=421)

はい
95人 153人

23.9% 36.3%

いいえ
303人 268人

76.1% 63.7%

今回のアンケート回 者の中で留学 者の割合は高く実数でも 回を大きく上回った.

1年未満
17.0%

1-2年未満
32.7%

2-3年未満
28.1%

3年以上
22.2%

31 37 学 者のみ

はい

36.3%

いいえ

63.7%

未婚
28.3%

既婚・単身
9.2%

家族帯同（配偶者（パー
トナー含む）のみ）
21.7%

家族帯同（子供
のみ）
2.0%

家族帯同（配偶者プ
ラス子供）
38.8%

その他
0.0%

考えたことがあり、提案
されたこともある
16.8%

考えたことがあるが、
提案されたことはない
44.8%

考えたことがないが、
提案されたことがある
9.0%

考えたことがなく、提案
されたこともない
29.5%

20代以下
14.4%

30-34歳
44.4%

35-39歳
33.3%

40-44歳
7.2%

45-49歳
0.7%

50代以上
0.0%

１回
88.9%

２回
10.5%

３回
0.0%

４回以上
0.7%
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35
学に い した （n=153)

36
学しよ と た けとして

い の です (n=153)

37.
学が現 のキャリアに のよ な を てい す  (n=153)

3
れ で 学を た と、 るい された と り す （n=268）

留学時 半数が子供を 同していた.

3 3 学 者のみ

2019年度
(n=303)

2021年度
(n=268)

考えたこと
ある 149人 165人

ない 154人 103人

提案されたこと
ある 51人 69人

ない 252人 199人

・留学を考えたことがあるのは61.6 実数でも 回より増加していた 149 165人 .
・ 回と比べ留学を考えたことがある提 されたことがあるが共に増加.

未婚
28.3%

既婚・単身
9.2%

家族帯同（配偶者（パー
トナー含む）のみ）
21.7%

家族帯同（子供
のみ）
2.0%

家族帯同（配偶者プ
ラス子供）
38.8%

その他
0.0%

子供はいない
52%子供が一人いた

23%

子供が二人いた
25%

子供が三人以上いた
0%

上司に勧められた
45.1%

留学受け入れ
先からのオファー
5.2%

自分で留学
先をみつけた
35.3%

前任者からのすすめ
3.3%

その他
11.1%

良い影響を与えている
74.5%

まあ良い影響を
与えている
22.2%

あまり良いとは言えない
2.0%

良いとは言えない
1.3%

考えたことがあり、提案
されたこともある
16.8%

考えたことがあるが、
提案されたことはない
44.8%

考えたことがないが、
提案されたことがある
9.0%

考えたことがなく、提案
されたこともない
29.5%
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39.
学 を しな た として い の です 。(n=268)

40
、 学したいと い す （n=421)

・「子育て・介護」が 回比で り「医 内の人事の調整がつかない」「 」は 変.
・一方「その他」の回 が増加し最多で一般的に考えられる理 以外の個別の理 が 　
・・・にある可能性がある.
・留学 者によるアドバイザー制度を導入し個別の にきめ細やかに対応できるよう
・・・・整備する計画である.

・留学の意向があるのは全回 者の 半数 49.9 でこの 向に男女 はなかった.
・年代別では30代～50代で多く 50代では 回と比べて大きく増加した.

28.6

47.2

39.2

16.9

14.3

20.0 

49.5 

45.5 

41.5 

25.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

20代以下

30代

40代

50代

60代以上

2021年度(n=179) 2019年度(n=106)

意向 り 年

子育て・介護
16.8% 配偶者の理解

3.4%

医局や研究室の後任の人事
や、業務上の調整がつかなかった
23.1%

助成金や補助金を
得られなかった
2.6%

減収となること
16.4%

その他
37.7%

是非留
学したい
20.9%

前向きに検討し
たい

21.6%
決められない
（悩んでいる）

7.6%

思わない
49.9%
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41
学する人を すために が 要だと い す （n=421，複数回答可)

42
一 的に 学が進 ない として、 が られると い す
(n=421，複数回答可））

71 

226 

237 

268 

212 

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人

その他

大学からの給与の増額

奨学金制度

職場（上司や同僚）の理解、協力が得られること

配偶者の理解、協力が得られること

回と同様に留学者数を増やすためには金 的サポート（大学からの の増 学金制
度）の 実が必要であることが された.

・ 回と同様の 向がみられた.
・留学の進まない理 は「 」「語学力がない」の回 が多く金 と語学力のサポー　　
　トが必要であることが された.
・留学を念 に置いた語学力強化プログラムなども留学につながる可能性があると考えら
・・・・れた.
・「良い デルになる人が周りにいない」の回 も多く今年度実施予定の「留学アドバイ
・・・・・ザー制度」の導入を支持する結果となった.

64 
135 

79 
123 
132 
129 

173 
178 

246 

0人 50人 100人 150人 200人 250人

その他
留学してもキャリア形成につながるとは思えない

留学してまで上位職に就こうと思わない
留学してまで研究を極めたいと思わない
留学するためのスキルが不足している
良いモデルになる人が周りにいない

結婚や子育てを犠牲にしてまで留学する気がない
語学力がない
減収となること
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45
日に の のために、 に して 事上 た り す  (n=309）

44
学の がいる に です 育 、 た が通 ている（ た 通 ）施設

について てください （いくつで ） (n=112, 複数回答可）

43
の年  (n=309, 複数回答可）

（6）育 ・ 育

64

62

45

53

43

51

63

48

22

0人 20人 40人 60人 80人

社会人（もしくは相応する年齢）

大学生・専門学校生（もしくは相応する年齢）

高校生（もしくは相応する年齢）

中学生

小学校高学年（４－６年生）

小学生低学年（１－３年生）

３歳以上の未就学児

１歳以上３歳未満

１歳未満

9 

21 

13 

53 

25 

3 

0人 10人 20人 30人 40人 50人 60人

その他

自宅で育児中（または今後、自宅で育児の予定）

認可外保育園に通園中（または今後、認可外保育園を希望）

認可保育園に通園中（または今後、認可保育園を希望）

幼稚園に通園中（または今後、幼稚園を希望）

保育施設を検討中

16.9 

58.3 

28.2 

44.9 

35.7 

42.4 

38.2 

6.0 

29.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=225)

女性(n=84)

全体(n=309)

非常に困った 困った 困った経験はない

全ての年代で男性より女性の方が子供の病時に っていることが された.
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46
れ でに 育を 用した り す  (n=309）

47
日に が にな た 、 のよ に されてい す

（ しく のよ に されてい した ） (n=309、複数回答可)

8.9 

34.5 

15.9 

91.1 

65.5 

84.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=225)

女性(n=84)

全体(n=309)

ある ない

利用 がないとの回 が 的に多かった.男性の方が利用 が なかった.

8.9 

35.1 

41.8 

41.8 

30.2 

6.7 

8.3 

77.4 

6.0 

41.7 

63.1 

26.2 

8.7 

46.6 

32.0 

41.7 

39.2 

12.0 

0% 20% 40% 60% 80%

その他

自分が休暇をとる

就労していない配偶者がみる

就労している配偶者が休暇をとる

祖父母、その他の家族に依頼する

病児保育施設を利用する

全体(n=309) 女性(n=84) 男性(n=225)

全体 病児保育施設を利用する割合は なく自分も含めた家 での対応をしていた.
女性 「自分が休暇をとる」が最も多いがそれと同じ らい「配 者以外の家 」に依頼し
ていた.また「就 している配 者」が休暇をとって対応も４割以上いた.
男性 自分配 者など 広い対応をとっており対応の分 化が見られた.
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4
学 人日本医科大学で の制度がで れ 用し す （n=196）

4
学 人日本医科大学として 育を整 る体制 要だと い す (n=275）

36.7 

27.6 

27.0 

48.0 

11.7 

14.8 

10.7 

15.3 

23.0 

27.0 

23.0 

21.9 

4.6 

5.1 

12.2 

0.5 

16.3 

15.8 

18.4 

7.1 

7.7 

9.7 

8.7 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場内の病児保育施設

職場外の病児保育施設

自宅等への派遣型病児保育制度

学内で利用できる制度以外で利用する場合の金銭的な補助

是非利用したい 利用したい
今は必要がないが、可能であれば利用したい 必要があっても利用したくない
今後とも利用しない わからない

職場内外問わず 型も せて病時保育の 要が高い.
また金 的な補助を む も多いことが された.

必要だと思う
62.9%

あればいいと思う
30.6%

必要ないと思う
2.1%

わからない
4.3%
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51
が 要な が現 い す 、 しく にい した （同 していない

み す）（n=421）

52
が 要な人 なたです （n=143）

（7）

33.0 

36.4 

34.0 

100.0 

67.0 

63.6 

66.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他(n=1)

男性(n=291)

女性(n=129)

全体(n=421)

はい いいえ
「 い」の職位 内 （n=143）「 い」の年 内 （n=143）

52 56 者のみ

20代以下
0.7%30代

7.0%

40代
22.4%

50代
44.8%

60代以上
25.2%

・介護 者は３割程度.
・介護 の有 に性 はなかった.
・介護 のある方の年齢は50代以上が7割であり職位は上位職 教授准教授 が多かった.
・助教も 2割いることは特 すべき.

介護の対象者は自分あるいは
配 者の 両 が 9割.

助教
18.9%

講師（教育担
当を含む）
16.8%

准教授
25.2%

教授（特任教
授を含む）
39.2%

自分の（両）親
69%

配偶者の（両）親
17%

子供
1%

配偶者
1%

その他
11.9%
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54
のために 事を んだ とが り す （n=143）

53.
に を ているの なたです （n=143,　複数回答可）

27 

29 

30 

32 

22 

14 

13 

9 

5 

20 

41 

42 

39 

37 

42 

0人 10人 20人 30人 40人 50人

その他

入居施設（施設介護）

介護保険サービス（在宅介護）

配偶者

自身

全体(n=143) 女性(n=47) 男性(n=96)

・介護のために仕事を休んだことがあるのは3割にとどまった.
・その 向は男女や職位による は とんどなかった.

・女性の場合介護は主に自 で担い の関わりは かった.
・男性は だけでなく 数のサービスを 広く利用する 向があった.
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55.
のためにキャリアを継続で ない 性が ると た とが り す （n=143）

56
をしている とを上 に てい す （n=143）

・介護のためにキャリアを継続できないと考えたことがあるのは4割以上だった.
・性別では女性で高かった.
・職位別では教授以外の職位で5割 後があると回 した.

介護をしていることを上 に えたのは
3割のみ.

はい
29.4%

いいえ
70.6%
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57.
の 要が生じたと 、 す 、 共 ー スな を てい す （n=278）　

5
い 、 の をする 性が り す （n=278）　

57 5 者のみ

・介護 がない方のみを対象としたとき 来介護の可能性がないと回 したのは11.5 のみ.
・しかし同対象者で 76.2 が介護が必要になったとき相談すべき場 を知らないと回

よく知っている
4.0%

だいたい知っている
19.8%

知らない
76.3%

ある
46.4%

ない
11.5%

わからない
42.1%
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日本医科大学　

日本医科大学　教員・研究者　各位

日本医科大学および日本獣医生命科学大学は、2019年度に採択された文部科学省科学技術人材育成費補助事
業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」において、様々な取り組みを実施しております。
教員・研究者の皆様が働きやすい職場環境づくりのために、2回目のアンケート調査を実施することとなりま
した。 回の結果と比 することにより、ダイバーシティ推進のためのさらなる支援策の 実を図ってまいり
ます。
つきましては、ご多 の中、大変 縮ではご いますが、ご協力の程、よろしくお願いいたします。

回 はこちらの からお願いします
htt // h. / 3273a17a a 314/l n. h

調査目的 本学教員および研究者の研究環境の現状を ・分析することで、今後の支援策（出産・育児・介
護などのライフイベントおよびワーク・ライフ・バランスに配 した研究環境の整備など）の策定に役立てるこ
と。ならびに、2019年に実施した調査と比 し、本事業の成果を評価すること。
回 方法 　 名・ 回
実施期間 　2021年6月28日 月 ～ 2021年7月11日（日）22 00
対象者 　本学教員および研究者
要時間 　５～１ 分

問合せ先 　しあわせキャリア支援センター事務室　 a h en n .a .

本アンケートの回 は 計的に 理され、個人が特定されることはご いません。また、本アンケートの目的
以外の利用はいたしません。なお、このアンケート 成は、学外の（株）クロス・マーケティングに委 してい
ます。

アンケート開 画 には、2021年7月11日（日）18 00までと表 されますが、同日の22 00までご回 いた
だけます。

実施主体 One Health実行委員会

3: 資料

3 1 アンケート 文（ ）
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日本獣医生命科学大学

日本獣医生命科学大学　教員・研究者　各位

日本医科大学および日本獣医生命科学大学は、2019年度に採択された文部科学省科学技術人材育成費補助事
業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」において、様々な取り組みを実施しております。
教員・研究者の皆様が働きやすい職場環境づくりのために、2回目のアンケート調査を実施することとなりま
した。 回の結果と比 することにより、ダイバーシティ推進のためのさらなる支援策の 実を図ってまいり
ます。
つきましては、ご多 の中、大変 縮ではご いますが、ご協力の程、よろしくお願いいたします。

回 はこちらの からお願いします
htt // h. / 3273a17a a 314/l n. h

調査目的 　本学教員および研究者の研究環境の現状を ・分析することで、今後の支援策（出産・育児・介
護などのライフイベントおよびワーク・ライフ・バランスに配 した研究環境の整備など）の策定に役立てるこ
と。ならびに、2019年に実施した調査と比 し、本事業の成果を評価すること。
回 方法 　 名・ 回
実施期間 　2021年6月28日 月 ～ 2021年7月11日（日）22 00
対象者 　本学教員及び研究者
要時間 　5～ 10分

問合せ先 　日本獣医生命科学大学　ダイバーシティ推進委員会事務 　 h n l .a .

本アンケートの回 は 計的に 理され、個人が特定されることはご いません。また、本アンケートの目的
以外の利用はいたしません。なお、このアンケート 成は、学外の（株）クロス・マーケティングに委 してい
ます。

アンケート開 画 には、2021年7月11日（日）18 00までと表 されますが、同日の22 00までご回 いた
だけます。

実施主体 One Health実行委員会
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以下は両校同じものを

参　考
文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」
補助事業の 細はこちらからご覧いただけます。　htt // ne health. / e t/
代表機関 日本医科大学
共同実施機関 日本獣医生命科学大学・アンファー株式会社
この事業は、女性研究者が研究活動と出産・子育て・介護などのライフイベントを両立できる環境を整備する
とともに、女性研究者の研究力の向上を一体的に推進するための優れた取り組みを支援するものです。

推 環境について
以下の環境にてアンケート回 をお願い します。
O /ブラウザ
・ t n 8.1/10
・ t e
・ e
・ Ch e
・O 12/13/14
・ a a
・ n 　8/9/10
・ Ch e
その他の設定、プラグインについて
・a a tを有 にしてください。
・C eを有 （受け入れる）にしてください。



64 ３ 　ワーク・ライフ・バランスに関わるアンケート調査

1  なたの について てください
・ 日本医科大学　　日本獣医生命科学大学

2  なたの性 について てください
・ 男性　　女性　　その他

3  なたの年 について てください
・ 20代以下　　30代　　40代　　50代　　60代以上

4  なたの本学での職 ・職位について てください
・ ポスドク　助教　講師（教育担当含む）　准教授　教授（特任教授を含む）

5  なたの本学での 年数について てください
・ 1年未満・ 　　1年以上3年未満　　3年以上5年未満　　5年以上10年未満
・ 10年以上20年未満　　20年以上

6  なたが医 で れ 、医 にな て らの年数について てください
 医 で ない にお進みください
・ 1年未満・ 1年以上　　3年未満　　3年以上5年未満　　5年以上10年未満
・ 10年以上20年未満　　20年以上　　 回

7  なたに 、 者 しく がい す いる 続 をお びください （いくつで ）　
 者 に 定 、 ート ー
・ 配 者　　子供　　 中・出産予定　

 者の職業について てください
・ 医師で研究者　　医師以外の研究者　　医師　　医師・研究者以外の仕事をしている
・ 仕事をしていない（ 業主 ）　　その他

 者の について てください
・ フルタイムの勤務　パートタイムの勤務　その他

本事業の
10  なた 、本学に次のよ な 会・制度が る と てい す

 【ダイバーシティ推進 会】　【育 業制度】　【 の 】　【育 間 】　
　　　【 料 の補助】　【 業制度】　【 】　【 間 】
・ 知っている　　知らない

11 なた 「ダイバーシティ補助事業」、「ダイバーシティ推進 会」の次のよ な 体的な
　　　取組み内容について てい す

【共同研究への研究費補助】　【研究支援 制度】　【 ・ 育支援制度】
 【 文 費補助】　【 科学 文の書 講座】　【プ ンテーション力向上 ミ ー】

3 2　調査 目一



65

 【 ン ー制度】　【 学支援】　【科研費 書の 】　【 間 女性医 用制度】
 【 プ ンテーション講座】
・ 知っている　　知らない

12　「ダイバーシティ補助事業」、「ダイバーシティ推進 会」が開 する ミ ー シン
　　　に した とが り す
　　　ある　　ない

13　「ダイバーシティ補助事業」、「ダイバーシティ推進 会」が 行する次の 行 ブ イトを
　　　ご にな た とが り す
　　　【ニ ース ー】　【 なたのキャリアを 援する11の 】　【研究 学のすすめ】
　　　【獣医大　 イン ー 】　【 設 ブ イト】
　　　【獣医大　ダイバーシティ推進 会 ブ イト】　【獣医大　ダイバーシティ を共に生 る】
　　　ある　　ない
　　　

ダイバーシティの推進
14 本学に スキルアップを目的とした研 への び 進の機会が、

 女 に されていると い す
・ そう う　　ややそう う　　あまりそう わない　　そう わない

15 本学の職 環境において、性 による の を じるの のよ な です
 て る のをお びください
・ えられる仕事内 　　 進や 格等の人事評価　　配 先及び 動　　 務の 担・ その他　　
・ 性別による の を感じることはない

16 日本医科大学の女性研究者 職 （2021 4 現 ） 26 0%、日本獣医生命科学大学の女性 育職  
 （2021 4 現 ） 20 6%、と 数に ら い水 に てい すが、 の として い 
 だと い す て る のをす てお びください
・ 男性の採用、 進を優先する 向がある　　仕事と生活の両立が である
・ 女性自 が管理職になることを まないこと　　女性管理職を まない組織風 がある　　その他

17  女性 の （201 4 現 ） 、日本医科大学10 2 、日本獣医生命科学大学15 、と
 女共同 画における目標値と して い水 に てい すが、 の として
 い だと い す て る のをす てお びください
・ 男性の採用、 進を優先する 向がある　　仕事と生活の両立が である
・ 女性自 が管理職になることを まないこと　　女性管理職を まない組織風 がある　　その他

ワーク・ライフ・バランス

1  なた 現 、ワーク・ライフ・バランスがとれていると い す
・ とれている　　ややとれている　　あまりとれていない　　とれていない
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1 　 なた 現 、 を おり取 で てい す
・ 取得できている　　やや取得できている　　あまり取得できていない　　取得できていない

20 を取 し すくするために 要な支援 れだと い す
・ 自らが仕事中心の考え方を変えること　　職場（上 や同 ）の理解、協力が得られること
・ 取得しやすい職場の 気を ること　　上 からの取得に向けた積極的な働きかけを行うこと　
・ 計画的に取得できる制度を導入すること　　その他

21 なた の 業を取 した と り す
 【育 業】　【 業】
・ 本学でのみ取得中・あるいは取得したことがある　　本学および本学以外でも取得したことがある・
・ 本学では取得したことはない

22 なた 本学 の人にと て すい職 だと い す
 【 育てする人】　 【 する人】
・ そう う　　ややそう う　　あまりそう わない　　そう わない

23 育てと 事の に 要な支援 のよ な とだと す （いくつで ）
・ 子育て 者や の相談員に相談できる仕組みが整備されている
・ 子育てに関するセミナー等の開催が行われている　　
・ 育児休業に対する周 の理解、協力が得られる　　学内保育施設が 備されている
・ フレックスタイムが導入されている　　学内施設以外を利用する場合の金 的な補助がある
・ その他

24 と 事の に 要な支援 のよ な とだと す （いくつで ）
・ 介護 者や の相談員に相談できる仕組みが整備されている
・ 介護に関するセミナー等の開催が行われている
・ 介護休業に対する周 の理解、協力が得られる
・ フレックスタイムが導入されている　
・ その他

25 し わ キャリア支援 ン ーの取り組みとして、 の で ている取り組み・ 用した とが 　
　　　る取り組み れです （それ れいくつで ）
 【 ている取り組み】　【 用した とが る取り組み】
・ ベビーシッター 病児保育支援事業　　研究支援員配置事業　　どちらもあてはまらない

26 同 部 に して講 会 ミ ーへの を めた と り す
・ めたことがある　　 めたことがない

27 同 部 に して育 の ・ 業の取 を めた と り す
・ めたことがある　　 めたことがない　対象者がいない
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2  ワーク・ライフ・バランスの ら、 職を るな 、 の の で キャリアの継続が
 だと じた とが り す る 、 の で て る をお びください
・ 職場の人間関 　　ライフイベント（結 や出産等）の変化　　プライベートの時間が取れない　　
・ 仕事へのやりがいが感じられない　　 や仕事 の多さ、学生指導等で研究時間が取れない　　
・ その他　　 だと感じたことはない

2  キャリアの継続について、 要な支援 れだと い す （いくつで ）
・ 学内で仕事の みなどを相談できるメンター制度　　 家に相談できる相談窓口・
・ 同年代の研究者とのつながり　　研究時間を確保するための対策　　その他

学
30 研究 を目的とした 学 が り す

・ ・ はい　　いいえ

31 学 数を てください
・ 1回　　2回　　3回　　4回以上

32 学の通 の 間を てください
・ 1年未満・ 1 2年未満　　2 3年未満　　3年以上

33 の 学 の年 を てください
・ 20代以下　　30 34 　　35 39 　　40 44 　　45 49 　　50代以上

34 学 のご について てください 数 が る 、 の 学について
　　　お ください
・ 未 　　 ・ 　　家 同（配 者（パートナー含む）のみ）　　
　　　家 同（子供のみ）　　家 同（配 者 子のみ）　　その他

35 学 に い した 数 が る 、 の 学についてお ください
・ 子供はいない　　子供が一人いた　　子供が 人いた　　子供が 人以上いた

36 学をしよ と た けとして い の です 数 が る 、
　　　 の 学についてお ください
・ 上 に められた　　留学受け入れ先からの ファー　　自分で留学先をみつけた・
・ 任者からのすすめ　　その他

37  研 学が現 のキャリアに のよ な を てい す 数 が る 、
　　　 の 学についてお ください
・ 良い を えている　・ まあ良い を えている　　
・ あまり良いとは言えない・ 良いとは言えない



68 ３ 　ワーク・ライフ・バランスに関わるアンケート調査

3  れ でに 学を た と、 るい された と り す
・ 考えたことがあり、提 されたこともある　　考えたことがあるが、提 されたことはない・
・ 考えたことがないが、提 されたことがある　　考えたことがなく、提 されたこともない

3  学を しな た として い の です
・ 子育て・介護　　配 者の理解　　医 や研究室の後任の人事や、業務上の調整がつかなかった
・ 助成金や補助金を得られなかった　　 となること　　その他

40 、 学したいと い す い のをお びください
・ 留学したい　　 向きに したい　　決められない（ んでいる）　　 わない

41 学する人を すために が 要だと い す （いくつで ）
・ 大学からの の増 　　 学金制度　　職場（上 や同 ）の理解、協力が得られること　　
・ 配 者の理解、協力が得られること　　その他

42 一 的に 学が進 ない として、 が られると い す （いくつで ）
・ 留学してもキャリア形成につながるとは えない　　留学してまで上位職に就こうと わない・
・ 留学してまで研究を極めたいと わない　　留学するためのスキルが している・
・ 良い デルになる人が周りにいない　　結 や子育てを にしてまで留学する気がない　
・ 語学力がない　　 となること　　その他

育 ・ 育
43 がいる、と た に です の年 について てください

 数 いる 、す てお びください
・ 1 未満・ 　　1 以上3 未満　　3 以上の未就学児　　 学生 学年（1 3年生）・
・ 学校高学年（4 6年生）　　中学生　　高校生（もしくは相応する年齢）
・ 大学生・ 学校生（もしくは相応する年齢）　　社会人（もしくは相応する年齢）

44 学の がいる に です 育 、 た が通 ている（ た 通 ）施設
　　　について てください （いくつで ）
・ 自宅で育児中（または今後、自宅で育児の予定）　　
・ 可外保育 に通っている（または今後、 可外保育 を ）
・ 可保育 に通っている（または今後、 可保育 を ）・
・ に通っている（または今後、 を ）・ 　　保育施設を 中　　その他

45 日に の のために、 に して 事上 た り す
・ に った　　 った　　 った はない

46 れ でに 育を 用した り す
・ ある　　ない
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47 日に が にな た 、 のよ に されてい す
 （ しく のよ に されてい した ）（いくつで ）

自分が休暇をとる　　就 していない配 者がみる　　就 している配 者が休暇をとる・
・ 、その他の家 に依頼する　　病児保育施設を利用する　　その他

4  学 人日本医科大学で の制度がで れ 用し す  い のをお びください
 【職 内の 育施設】　【職 の 育施設】【 への 型 育制度】
 【学内で 用で る制度 で 用する の 的な補助】

利用したい・ 利用したい・ 今は必要がないが、可能であれば利用したい・
・ 必要があっても利用したくない・ 今後とも利用しない・ わからない

4  学 人日本医科大学として 育を整 る体制 要だと い す
必要だと う　　あればいいと う　　必要ないと う　　わからない

50 日本獣医生命科学大学で 育を支援する体制が 要だと い す
　　　（ 日本獣医生命科学大学 のみ）
・ 必要だと う　　あればいいと う　　必要ないと う　　わからない

51 が 要な が現 い す しく にい した （同 していない み す）
・ はい・ 　いいえ

52 が 要な人 なたです
・ 自分の（両） 　　配 者の（両） 　　子供　　配 者　　その他

53 に を ているの なたです （いくつで ）
・ 自 　　配 者　　介護保 サービス（在宅介護）　　入 施設（施設介護）　　その他

54 のために 事を んだ とが り す
　　　ある　　　　ない

55 のためにキャリアを継続で ない 性が ると た とが り す
・ はい　　　　いいえ

56 をしている とを上 に てい す
　　　はい　　　　いいえ

57 の 要性が生じたと 、 す 、 共 ー スな を てい す
　　　よく知っている　　　　　だいたい知っている　　　知らない　

5  い 、 の をする 性が り す
　　　ある　　　ない　　　　わからない
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３章 ワーク・ライフ・バランスに
 関わるアンケート調査
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４章 資料

実行 会
目的
１ 　この規程は、学校法人日本医科大学 以下「本法人」という。 が設置する日本医科大学及び日本獣医
生命科学大学の女性・若手研究者のライフイベント及びワーク・ライフ・バランスに配 した研究環境の整備、
活躍の促進並びに就 及び研究の機会の確保等を図るため、本法人が主導的、牽引的に企業と共同して行う
ダイバーシティ事業を実施するため、本法人内に設置する委員会について必要な事項を定めることを目的と
する。

定
２ 　この規程において、次の各 に掲げる用語の意 は、それ れ当 各 に定めるところによる。
1 ・ダイバーシティ事業
2019年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」をいう。
当 事業は、2019年度に開 し、2024年度に する。

2 ・代表機関
ダイバーシティ事業に共同申請した機関のうち代表機関をいい、日本医科大学がこれに当たる。

3 ・共同実施機関
ダイバーシティ事業に共同申請した機関のうち代表機関と共に実施する機関をいい、日本獣医生命科学
大学及びアンファー株式会社がこれに当たる。

会の設
３ 　本法人に、ダイバーシティ事業を実施するためOne・Health実行委員会 以下「委員会」という。 を置く。

２　日本医科大学及び日本獣医生命科学大学に、それ れダイバーシティ推進委員会を置く。
３　 項のダイバーシティ推進委員会については、別に定める。

会の 成
４ 　委員会は、次に掲げる者をもって構成する。
1 ・日本医科大学・学長
2 ・日本獣医生命科学大学・学長
3 ・日本医科大学・研究部長
4 ・日本獣医生命科学大学・研究部長
5 ・しあわせキャリア支援センター・センター長
6 ・共同実施機関の実施責任者・各1名
7 ・しあわせキャリア支援センター長が推 する者・若干名

２　 項の各委員は、理事長が任命する。

1　 実行 会
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の
５ 　 1項 7 の委員の任期は2年とし、 任を げない。ただし、委員が任期中に けた場合の後
任委員の任期は、 任者の 任期間とする。

６ 　委員会に委員長を置き、 4 1項 1 の委員とする。
２　委員長は、委員会を し、議長となる。

７ 　委員会に 委員長を置く。
２　 委員長は、委員のうちから委員長が指名する。
３　 委員長は、委員長を補 するとともに、委員長が委員会に出 できない場合にその職務を代行する。

会の開
８ 　委員会は、必要に応じ、 時開催する。

２　委員会は、委員総数の 半数の出 を要する。ただし、委員が別に定める委任状を提出した場合には、当
委員は出 とみなす。

事
９ 　委員会は、次の各 に掲げる事項を 議する。
1 ・女性・若手研究者の研究の推進に関すること。
2 ・女性・若手研究者のキャリア支援に関すること。
3 ・女性・若手研究者による地域との連携強化に関すること。
4 ・女性研究者の上位職率の向上、離職率の に関すること。
5 ・次世代を牽引する女性・若手研究者の育成に関すること。
6 ・女性研究者の積極採用に関すること。
7 ・その他委員会が必要と めたこと。

10 　委員会の議事は、出 委員の 半数でこれを決し、可 同数のときは委員長の決するところによる。
２　 項の出 委員には、委任状提出委員は含まないものとする。

事
11 　委員会に関する事務は、しあわせキャリア支援センター事務室、法人本部総務部総務課、日本医科大
学事務 学事部 務課及び日本獣医生命科学大学事務 事務部 務課が担当する。

改
12 　この規程の改 は、理事長を て理事会の議決を必要とする。

この規程は、 年10月1日から施行する。
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１ 日本医科大学 学長 弦間・昭彦
２ 日本獣医生命科学大学 学長 清水・一政
３ 日本医科大学　 研究部長　 近 ・
４ 日本獣医生命科学大学　 研究部長　 有 ・
５ しあわせキャリア支援センター　センター長　 ・ 美子
６ 日本獣医生命科学大学　 教授　 ・美

アンファー株式会社　 課長　 波間・
７ 日本医科大学　 大学院教授　大 ・ 美子

日本医科大学　 教授　 ・ 子
日本獣医生命科学大学　 教授　 ・美

実行 会　2021年度

実行 会　2021年度開 日と・・

2021年度　 1回
日時　2021年5月18日（ ）～5月21日（金）（持ち回り）
議題　１　2021年度日本医科大学 新型 研究支援員配置制度利用者への支援時間 配分について

2021年度　 2回
日時　2021年8月19日（ ）～8月23日（月）（持ち回り）
議題　１　日本獣医生命科学大学・2021年度後期 新型 研究支援員配置について

2021年度　 3回
日時　2022年1月13日（ ）17 00 17 35
議題　１　文部科学省科学技術人材育成補助事業に る公 について
　　　　１）2022年度連携機関における共同研究に対する研究費補助の採択
　　　　２）2022年度 新型 研究支援員配置制度利用者の決定
　　　２　2022年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ　　　　　
　　　　　（牽引型）」の取組内 及び事業計画ついて
　　　３　2021年度 新型 研究支援員配置制度後期利用者の について
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実施日 主な実施内 実施機関

4月1日 2021年度研究支援員配置制度・開

・ ・ 2021年度共同研究の補助・開

・ ・ 2021年度病児・病後児及び休日勤務時等の保育支援制度・開

・ ・ 2021年度英文校閲費用助成制度・開

・・5月18日　 1回・One・Health・実行委員会・開催

・・5月20日　研究人材育成セミナー・開催

・・5月26日　マネジメント力養成講座・ 1回・開催

・・6月11日　2021年度科研費申請 に関わる 支援・開

・・6月17日　マネジメント力養成講座・ 2回・開催

・・6月28日　ワーク・ライフ・バランス等に関するアンケート調査（ 2回）実施

・・7月1日　・・英語プレゼンテーション講座（個別英会話レッスン）開

・・7月13日　プレゼンテーション力向上セミナー・開催

・・7月15日 e lette ・ l.4・発行

・・7月29日　マネジメント力養成講座・ 3回・開催

8月3日 プレゼンテーション力向上セミナー・開催

8月19日 2回・One・Health・実行委員会・開催

・・10月1日　クラウドファンディング・実施

11月24日 介護と仕事の両立支援セミナー・ 1回・開催

11月29日 介護と介護の両立支援セミナー・ 2回・開催

・・12月6日　介護と仕事の両立支援セミナー・ 3回・開催

12月14日　イクボスセミナー＆イクボス宣言・開催

12月17日 リーダーシップ&・マネジメント力養成セミナー・開催

12月18日 女性 若手研究者キャリアデザインプロジェクト発表会・開催

1月15日 e lette ・ l.5・発行

1月13日・ ・ 3回・One・Health・実行委員会・開催

・・1月24日　留学支援イベント・開催

　　　　　　　　　　　　　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・医 日本医科大学　　獣 日本獣医生命科学大学　　ア アンファー株式会社
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2　2021年度 事業取組実施



文部科学省科学技術人材育成費補助事業　
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(牽引型)

【代表機関】 日本医科大学　【共同実施機関】 日本獣医生命科学大学　アンファー株式会社
【編集・発行】 学校法人日本医科大学 しあわせキャリア支援センター　
〒113-8602 東京都文京区千駄木1-1-5　TEL 03-3822-2131
https://one-health.jp/




